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・新築	 	 新たに建物を造ること	 
・改築	 	 建物の全部または一部を建て替えること。建て替え	 
















































名前を記入して贈った。（只見町史	 第３巻	 民俗編	 pp.	 358-359）	 
平成 14 年現在、調査整理した番匠巻物は、近世 4 巻、明治 5 巻、大正 5 巻、昭和 8 巻、
紀年名の記載がないのが 20 巻、総計 46 巻（ママ）ある。巻物を所有していない番匠は一人
前とは言われない。（只見町文化財調査報告書第 8 集『会津只見の職人巻物』p.	 91）	 
本稿を書くにあたって指導教員から『只見町文化財調査報告書第８集	 会津只見の職人
巻物』をお借りした。詳細を知るため『只見町史	 第３巻	 民俗編』を取り寄せた。	 
只見町史は、平成 4 年（1992）上記の第３巻を刊行し、平成 16 年（2004）全 6 巻完成。
町史は 1・2 巻が通史編。3 巻が民俗編。4・5・6 巻が資料編という構成である。並行して
只見町史資料集も平成 3 年第 1 集を刊行し平成 17 年に全 14 集が完成した。	 
平成 25 年（2013）現在、人口 4,689 人の町としては精細に書かれた町史である。	 







	 本稿では、加賀・能登の建築儀礼と共通する部分を『只見町史』から第一章	 第二節	 ２
山出しと第二章	 第五節	 2 擬制的親子関係で、『会津只見の職人巻物』から第一章	 第二
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は 2002 年に発行されている。彼は 2005 年に『家相の民俗と書物』、2006 年に『家相の民
俗学』を著すが、そのことには触れていない。	 




















お借りした『匠家故実録』は 1 冊であるが、原本は巻ノ上・中・下の 3 分冊で構成され

















































れている。(本論文第三章	 第四節	 太子講	 の項に写真添付)	 
	 
面会し、直接話を伺った大工棟梁・神職・古老（五十音順）	 
・大伏勇信（おおぶし	 ゆうしん）	 	 
	 2012・7.24 面談	 
	 昭和 36 年（1961）珠洲市若山生まれ。現在も同地に在住する浄土真宗信者、二級建築
士である。重要無形文化財保持者〔木工〕(人間国宝)灰外達夫を叔父に持つ。	 





	 2013・2・1 面談	 
	 2012 年 10 月、珠洲市の大工組合で番匠巻物の調査を依頼したが、誰もその存在を知ら
なかった。建築儀礼について、組合ではもう一度復活しようと話がまとまり、11 月から国
土交通省の「地域ブランド事業」に『世界農業遺産「里山里海」が育む住まいの会』とし







	 2012・2・20 面談	 













	 昭和 40 年、中学校卒業後、金沢市大工町・鍛冶由雄棟梁の工務店で 3 年間の年季修業



























	 昭和 10 年（1935）11 月 28 日、金沢市額新保町生まれで現在も同地に在住している浄土
真宗信者である。番匠巻物は知らない。	 
	 昭和 26 年中学卒業後、亡父の友人の大工宅で修業した。入門時に一通りの大工道具を












	 4 年の年季明け後、1 年のお礼奉公のあと 2 年親方宅で職人として働く。年季明けには
電動角鑿機（電動ノミ）を貰った。その後、能登島へ帰り独立し、現在は息子と共に工務
店を営む。民間住宅が主である。	 













	 2013・7・26 面談	 
	 昭和 20 年（1945）生まれ。金沢市東蚊爪
ひがしかがつめ
町在住し延喜式内社須岐神社宮司である。	 





	 その為、宮大工・松浦昭次著『宮大工千年の知恵』祥伝社黄金文庫	 2002 と『宮大工千








町村史（旧町村史、郷土史を含む）、昭和 11〜13 年刊行の加賀志徴・能登志徴である。	 








・内浦町史	 	 内浦町⇒旧・珠洲郡内浦町。鳳至郡能都町・柳田村と合併し鳳珠郡能登	 
町となる。能登町の北東部にあたる。	 
・能都町史	 	 能都町⇒旧・鳳至郡能都町。平成の大合併で鳳至郡柳田村・珠洲郡内浦	 	 
	 	 	 	 	 	 	 町と合併し鳳珠郡能登町となる。能登町の中心地区にあたる。	 
・柳田村史	 	 柳田村⇒旧・鳳至郡柳田村。平成の大合併で鳳珠郡能登町となる。	 
・浦上の歴史	 浦上⇒旧・鳳至郡門前町の北東部の集落。門前から輪島へ向かう途中の	 	 









・鹿西町史	 	 鹿西町⇒旧・鹿島郡鹿西町。平成の大合併で鹿島郡鳥屋町・鹿島町と合	 
併。鹿島郡中能登町となる。	 
・七尾市市	 	 七尾市。平成の大合併で能登島町・中島町・田鶴浜町と合併。	 













	 	 	 	 	 	 	 	 かほく市となる。かほく市宇ノ気地区。	 
・津幡町史	 	 河北郡津幡町。金沢市の北に隣接した町。	 
・内川の郷土史	 内川⇒現・金沢市内川地区。犀川の上流地域。	 
・大野町史	 	 大野町⇒現・金沢市大野町。金沢市の西郊。金石地区に隣接。金沢港に	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 面する。	 
・大徳郷土史	 	 大徳⇒現・金沢市大徳地区。金沢市の西郊。金石地区に隣接。	 
・戸板村史	 	 	 石川郡戸板村⇒現・金沢市戸板地区。金沢駅の西地区。	 
・金沢市史	 
・石川県野々市町富奥郷土史	 	 富奥⇒旧・石川郡野々市町富奥。現・野々市市富奥地	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 区。野々市市の南部。	 





	 	 	 	 	 	 	 一の宮地区。	 
・鶴来町史	 	 鶴来町⇒旧・石川郡鶴来町。平成の大合併で白山市鶴来町地区となる。	 
・河内村風土記	 河内村⇒旧・石川郡河内村。平成の大合併で白山市河内地区となる。	 
・尾口村史	 	 尾口村⇒旧・石川郡尾口村。平成の大合併で白山市尾口地区となる。	 
・白峰村史	 	 白峰村⇒旧・石川郡白峰村。平成の大合併で白山市白峰地区となる。	 




・辰口町史	 	 能美郡辰口町⇒平成の大合併で能美郡根上町・寺井町と合併し能美市辰	 
	 	 	 	 	 	 	 口地区となる。	 
・寺井町史	 	 寺井町⇒能美郡寺井町。平成の大合併で能美市根上町・辰口町と合併。	 










	 	 	 	 	 	 	 陵地。	 
・やましろ―山代周辺綜合調査報告書―	 	 現・加賀市山代地区。	 
・橋立町史	 橋立町⇒江沼郡橋立町。	 昭和の大合併で 4 町 4 村が加賀市となる。北前
船の湊町。加賀市の西側。	 
・山中町史	 山中町⇒江沼郡山中町。	 平成の大合併で加賀市へ。加賀市の東南部。	 


























・福岡町史	 	 福岡町⇒西砺波郡福岡町。平成の大合併で高岡市となる。	 
・城端町史	 	 城端町⇒東砺波郡城端町。平成の大合併で南砺市となる。	 
・平村史	 	 	 平村⇒東砺波郡平村。平成の大合併で南砺市となる。	 
・利賀村史	 	 利賀村⇒東砺波郡利賀村。平成の大合併で南砺市となる。	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・坂井町史	 	 坂井町⇒坂井郡坂井町。平成の大合併で坂井市となる。	 
・新修	 坂井町史	 	 	 同上	 
・勝山市史	 





































	 1917 年（大正 6）	 	 『羽咋郡誌』	 
	 1920 年（同	 9）	 	 『河北郡誌』	 	 	 
1923 年（同 12）	 	 『珠洲郡誌』	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 『鳳至郡誌』	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 『能美郡誌』	 
	 1925 年（同 14）	 	 『江沼郡誌』	 
1927 年（昭和 2）	 	 『石川郡誌』	 
	 1928 年（同	 3）	 	 『鹿島郡誌』	 
市町村史・郷土史	 
	 1945 年（昭和 20）	 『戸板村史』（現・金沢市）	 
1955 年（昭和 30）	 	 『鳥屋町史』（現・中能登町）	 	 	 	 
1956 年（同	 31）	 	 	 『上戸村史』（現・珠洲市）	 
1958 年（同	 33）	 	 	 『やましろ―山代周辺綜合調査報告書―』（現・加賀市）	 
1959 年（同	 34）	 	 	 『金丸村史』（現・中能登町）	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『山中町史』（現・加賀市）	 
1962 年（同	 37）	 	 	 『白峰村史』（現・白山市）	 
1965 年（同	 40）	 	 	 『小松市史』	 
1966 年（同	 41）	 	 	 『河内村風土記』（現・白山市）	 
1970 年（同	 45）	 	 	 『宇ノ気町史』（現・かほく市）	 
	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『大徳郷土史』（現・金沢市）	 
1971 年（同	 46）	 	 	 『内川の郷土史』（現・金沢市）	 
1972 年（同	 47）	 	 	 『羽咋市史』	 
同	 年	 	 	 	 	 	 『鳥越村史』（現・白山市）	 	 
1973 年（同	 48）	 	 	 『郷土史〔蛭川町史〕』（現・小松市）	 
1974 年（同	 49）	 	 	 	 	 『田鶴浜町史』（現・七尾市）	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『志雄町史』（現・宝達志水町）	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『津幡町史』	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『舘畑のあゆみ』（現・白山市）	 
1975 年（同	 50）	 	 	 『富奥郷土史』（現・野々市市）	 	 
1976 年（同	 51）	 	 	 『金沢市	 大野町史』（現・金沢市）	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1977 年（同	 52）	 	 	 『柳田村の村落史』（現・能登町）	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『志賀町史』	 
1978 年（同	 53）	 	 	 『二塚郷土史』（現・金沢市）	 
	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『林郷土史』（現・野々市市）	 
	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『金沢の迷信』	 
1979 年（同	 54）	 	 	 『珠洲市史』	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『尾口村史』（現・白山市）	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『旭郷土史』（現・白山市）	 
	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『加賀市史』	 
1980 年（同	 55）	 	 	 『能都町史』（現・能登町）	 
1982 年（同	 57）	 	 	 『内浦町史』（現・能登町）	 
	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『符津町史』（現・小松市）	 
1983 年（同	 58）	 	 	 『加賀一ノ宮郷土史』（現・白山市）	 
	 	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『辰口町史』（現・能美市）	 
1984 年（同	 59）	 	 	 『鶴来町史』（現・白山市）	 
1985 年（同	 60）	 	 	 『能登島町史』（現・七尾市）	 
同	 年	 	 	 	 	 	 『鹿島町史』（現・中能登町）	 
1991 年（平成 3）	 	 	 	 	 	 『鹿西町史』（現・中能登町）	 
1994 年（同	 6）	 	 	 『寺井町史』（現・能美市）	 
1997 年（同	 9）	 	 	 	 『浦上の歴史』（現・輪島市）	 
	 	 同	 年	 	 	 	 	 	 『橋立町史』（現・加賀市）	 
2001 年（同	 13）	 	 	 『金沢市史』	 




1958 年（昭和	 33）	 	 『大沢野町史	 上巻』（現・富山市）	 
1959 年（同	 	 34）	 	 『城端町史』（現・南砺市）	 
1969 年（同	 	 44）	 	 『福岡町史』（現・高岡市）	 
1971 年（同	 	 46）	 	 『小矢部市史』	 
1973 年（同	 	 48）	 	 『富山県史	 民俗編』	 
1983 年（同	 	 58）	 	 『平村史	 下巻』（現・南砺市）	 
1985 年（同	 	 60）	 	 『平村史	 上巻』（同	 	 	 上）	 
1994 年（平成	 	 6）	 	 『砺波市史	 資料編 4』	 
2000 年（同	 	 12）	 	 『氷見市史	 6』	 
2001 年（同	 	 13）	 	 『氷見の民俗』	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2002 年（同	 	 14）	 	 『富山民俗の位相』	 




1973 年（昭和	 48）	 	 『坂井町史』（現・坂井市）	 
1974 年（同	 	 49）	 	 『勝山市史』	 
1977 年（同	 	 52）	 	 『和泉村史』（現・大野市）	 
1981 年（同	 	 56）	 	 『中部地方の民俗地図』	 
1988 年（同	 	 63）	 	 『福井市史	 13』	 
2003 年（同	 	 15）	 	 『近ごろの福井県の冠婚葬祭』	 
2007 年（同	 	 19）	 	 『新修	 坂井町史	 通史編』（現・坂井市）	 
2008 年（同	 	 20）	 	 『大野市史	 第 13 巻』〔福島県只見町〕	 
	 1993 年（平成	 	 5）	 	 	 『只見町史	 第 3 巻	 民俗編』	 
	 2002 年（同	 	 14）	 	 『只見町文化財調査報告書	 第 8 集	 会津の職人巻物』	 
	 





































































































として逃れ得ないことである。（民俗篇	 衣・食・住	 pp.	 347‐348）	 
	 
	 小松市史と全く同文である。「やましろ」の方が 7 年先に書かれている。	 
	 
筆者の経験	 









昭和 29 年（1954）38,157 人	 （昭和の大合併で市制を布いた年）	 
同	 30 年（1955）38,829 人	 （市制施行後最多人口・以後は毎年減少）	 
同	 39 年（1964）33,481 人	 （能登線開通の年・前年比 1,076 人減少）	 
平成 22 年（2010）17,327 人	 	 
輪島市の人口推移は	 
	 	 昭和 29 年（1954）33,832 人	 （昭和の大合併で市制を布いた年）	 
	 	 同	 33 年（1958）41,144 人	 （最多人口）	 
	 	 平成 18.2.1（2006）34,750 人	 （輪島 26,688 人	 門前町 8,062 人が合併）	 
	 	 平成 24 年（2012）30,508 人	 （平成の大合併時より 4,242 人減少）	 	 
能登の他の市町村も人口推移は同様である。	 
石川県の総人口は昭和 45 年（1970）に 100 万人を超え、平成 7 年（1995）118 万人、平




















































































六月大吉日	 	 	 	 	 	 孫兵衛	 
p.1	 當家第三世代	 
	 	 	 	 歳五十七才家持丙子（いえもちひのえね）年生潤下水性(註 1)ナリヨイニ（ヨリニ？）	 
	 	 	 	 此人明治五壬申（みずのえさる）年六月家御普請スレバ	 




	 	 	 	 後代繁盛ニ趣事誠ニ大吉ナ	 
p.2	 	 屋敷二十二相（註 3）地相圖文曰ク	 
東低キ西高キハ青龍地（註 4)	 此地ハ水性（註 5)ノ人ハ栄花ニ當ル	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北低キ南高キハ黒龍地（註 6)	 此地ハ土性（註 7)ノ人ハ患愁ニ當ル	 
地相此地ニ當テ家相宅安定メ事	 
	 	 	 	 南追手ノ門（註 8）ハ水性ノ地以宮位（註 9）可攻之	 
	 	 	 	 	 四維（註 10）追手ノ門ハ土性ノ地青龍（註 11）ヨリ	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 以角位(註 12）可攻之	 	 	 
p.3	 	 	 家普請吉日ノ事	 
六月二日大安吉日(註 13）	 屋敷引清キ土改メ引クベシ	 
同	 八日成就大安	 (註 14）日天當日礎居地判吉	 
同	 十日則吉善日以此日北ノ方ニ柱立初メテ吉	 
	 	 	 	 附（つけた）リ十五日迄ニ南ヲ立西ヲ立東ニテ立納メベシ(註 15)	 
同	 十八日小吉幸日(註 16）以此日ヲ棟上祭ル定メテ吉	 
以上	 
右如此悉々（ことごとく）日取仕候間無相違可被成心得	 
p.4	 	 	 	 	 天徳神方（註 17）	 
五月ハ在乾戌亥（註 18）	 此方ヨリ土取レテ吉	 
六月ハ在甲（ママ）寅ノ方（註 19）	 此所ヨリ土取吉	 	 
天道神方（註 20）	 
五月西北行戌亥角ニ有（註 21）	 六月東行此方ヨリ（註 22）	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 土用イテ吉	 
p.5	 	 	 馬屋普請日取之叓（事の古字）	 
當月	 	 廿日則吉善日此日ニ屋敷鍬立吉	 
	 	 	 	 	 	 二十二日小吉幸日屋敷引吉	 
	 	 	 	 	 	 二十八日天財日	 	 
	 	 	 	 	 	 晦日大安日	 
	 	 	 〆	 
右悉々此日ニ屋敷御普請可有之者也	 
壬申	 














頭書長暦	 	 	 大安	 	 	 	 ・立連
る れ ん
・則吉・赤口・小吉・虚妄	 
安政雑書	 	 	 先勝	 	 	 	 ・友引・先負・物滅・泰安・赤口	 
天保雑書	 	 	 先勝	 	 	 	 ・友引・先負・仏滅・大安・赤口	 



















































（註 3）	 「屋敷二十二相」敷地の地形によって如意相・福貴相・貧窮相など二十二の地相をあてる。	 
（註 4）	 五性地形善悪説により、地形を青龍・赤龍・・白龍・黒龍・黄龍・四龍の六種にあてた。東低・
西高の地形は青龍にあたる。	 
（註 5）	 当主は丙子の生まれである。彼の五性は十干が丙で「2」。十二支が子で「1」。2＋1＝3 で水性
となる。青龍の地は	 木性の人⇒貧・火性の人⇒富・土性の人⇒病・金性の人⇒災・水性の人⇒栄	 
（註 6）	 北低・南高の地形は黒龍にあたる。	 








（註 11）	 	 青龍の地（註 13）参照	 
（註 12）	 不明。官位に対する角位であろうが不明。	 
（註 13）	 二日は大安で屋敷引（建設予定地の整地）に清浄な土で改めると良い。	 
（註 14）	 八日は成就大安で日天（太陽の神？）の日で基礎石を据えるのに吉。	 
（註 15）	 この日に北の方に柱を立て初めれば吉。付記、十五日までに南（の柱）を立て、西を立て、
東で立納めとしなさい。	 





（註 18）	 五月は乾（戌亥・北西）が吉。	 
（註 19）	 六月は丑寅（艮・北東）が吉。甲寅は丑寅（北東）が正しい。	 
（註 20）	 吉方位の一つ。天地自然の順理に則し、旅行、移転、結婚などすべてに大吉。天徳・月徳と
同じ方位にある場合、さらに増して吉となる。	 
（註 21）	 五月は西北・戌亥が吉で天徳の吉と天道の吉が重なった。	 










































































































































































































































































方位に吉凶観を強く意識し反映させていた。（内浦町史	 民俗編	 pp.824-826）	 























































































































































らしをして神職に「地鎮祭」を依頼する。（鹿西町史	 pp.	 632-634）	 
志賀町史	 
石場かちの前に地祭りをすることもあった。日蓮宗の家では檀那寺の和尚にお経をあ
































（註 1）	 池上良正・島薗進・徳丸亜木・古家信平・宮本袈裟雄・鷲見定信	 編	 『日本民俗宗教辞典』
1998	 東京堂出版	 p.227	 
（註 2）	 村山修一著	 『修験・陰陽道と社寺史料	 法蔵館』1997	 第二部	 陰陽道の日本的展開	 わが
国における地鎮及び宅鎮の儀礼・作法について	 一	 雑密期の地鎮・宅鎮	 p.108	 
（註 3）	 『新訂増補	 国史大系	 第一巻下	 日本書紀』	 後篇・巻廿五	 孝徳天皇（白雉二年辛亥二年）	 
pp.251.252	 

























用意するため、費用は 1 万円が相場である。	 






































































として会社単位に 3～5 万円、工事関係者に「御祝儀」として 1～2 万円程度を包むの
が目安のようです。また、工事中は隣近所になにかと迷惑がかかるので、タオルや菓
子折りをもって挨拶回りに伺う方がよいでしょう。	 
とあるが、それ以後の上棟式での祝儀の金額を大工に 3 千円、棟梁に 5～6 千円と記載し
















17 日本の民俗	 石川（註 1）	 	 	 	 
チョウノハジメ	 建築に関する祝儀では、最初チョウノハジメ（手斧始め）があり、




































































また親戚よりも贈り物をなすことあり。（砺波市史	 資料編 4	 民俗・社寺	 
pp.185-186）	 
平村史(現・南砺市)	 





































































































































































































































































	 この家ヤカタはめでたいヤカタ	 鶴が御門に巣をかけた	 
	 めでたいものはソバの花	 花咲く実がなる御門たつ	 （ソバの実は三角なのでミカ











アー	 エートコ	 エートコナー	 ヨイショ	 ヨイショ」	 
「もひとつおまけに	 どっさりとォー	 エートコ	 エートコナー	 ヨイショ	 ヨイ
ショ」	 
「おらちゃ若いときゃ	 たたいたもたたいたァー	 おかゆしゃもじで	 けつたたい
















	 エーこなたの舘は	 めでたい舘	 
	 	 	 	 	 鶴が御門に巣をかける	 エーヨイヤサヨイヤサ	 
	 	 	 どうずき頭に鉋屑	 風も吹かんのにざわざわと	 
	 エー数多の石場の搗きおさめ	 





















	 ここはこの	 家の大黒柱	 ヨイヨイ	 石をかたげずかってくれ、	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 エートコナ	 ヨイト	 トンジャ	 
	 この館はめでたいやかた	 ヨイヨイ	 鶴がご門に巣をかける	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 エートコナ	 ヨイト	 トンジャ	 
	 子どものチンポと竹の子の出がけは	 ヨイヨイ	 太る次第に皮むける	 

















































































































の村でも一致したならわしである。（小松市史(4)	 風土・民俗編	 pp.375-376）	 
山代―山代周辺綜合調査報告書―	 （現・加賀市）	 







































































漸々投餅をなすに至り、今やこの事漸くすたれんとす。(砺波市史	 資料編 4	 民俗・
社寺	 p.186)	 
城端町史(現・南砺市)	 

























































































































































































































































ない（河合）という。（福井市史	 資料編 13	 民俗	 ｐ.288）	 
	 
（註 1）	 佐々木宏幹・宮田登・山折哲夫監修	 1998	 東京堂出版	 	 ｐ.501	 
（註 2）	 柳田國男ほか著	 小松和彦	 編	 2001	 河出書房	 Ⅱ	 境界の場所	 厠考―異界としての厠―





























（能登）珠洲市２か所	 内浦町２か所	 輪島市３カ所	 七尾市１カ所	 田鶴浜町１か
所	 志賀町４か所	 羽咋市１カ所	 押水町１か所	 
（加賀）高松町２か所	 小松市１か所	 
・人形を埋める。	 
（加賀）高松町１か所	 金沢市 3 か所	 松任市３カ所	 鶴来町１か所	 辰口町１か所	 















	 『中部地方の民俗地図 2	 新潟・富山・石川・福井』には	 
越前地方（福井県北部）	 
・神がいると聞いている。	 （5 カ所）	 
・あらたかな神だという。	 （2 か所）	 
・便所を埋めるとき息抜き竹をさす。	 （4 カ所）	 
・便所を埋めるとき御幣を立て、川へ流す。	 （1 カ所）	 
・烏枢沙摩明王のお札、烏と書いたお札を貼る。	 （1 カ所）	 
・便所を作るとき塩をまく。	 （2 カ所）	 
・つばをはいたり鼻をかむ事を忌む。	 （3 カ所）	 
・正月に燈明を上げる。注連縄を貼る。おまつりする。	 （2 カ所）	 
・入口に花を飾る。	 （2 か所）	 
・新築時に燈明をあげる。	 （1 か所）	 
・便所をきれいにすると美しい子が産まれる。	 （1 か所）	 
・もれて地の神様を汚さぬよう、底に石を埋める。	 （1 か所）	 
若狭地方では	 
・神がいると聞いている。	 （1 か所）	 
・便所を埋めるとき息抜き竹をさす。	 （1 か所）	 
・烏枢沙摩明王のお札、烏と書いたお札を貼る。	 （4 か所）	 
・便所神として男女 2 体の神の神像を埋める。	 （1 か所）小浜市山間部	 
・つばをはいたり鼻をかむ事を忌む。	 （4 か所）	 
・正月に燈明を上げる。注連縄を貼る。おまつりする。	 （10 か所）	 
・入口に花を飾る。	 （10 か所）	 
・便所を奇麗にすると美しい子が生まれる。	 （5 か所）	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・便所をきれいにすると産が軽い。	 （1 か所）	 
・節句にまつる。	 （1 か所）	 
・正月に松竹梅モチバナ、節句に桃や菖蒲よもぎを飾る。	 （1 か所）	 
・裸で入ると祟る。	 （1 か所）	 
・女の下の病の神という。	 （1 か所）	 
・用便のとき拝んで入る。	 （1 か所）	 























（註 1）	 各都道府県教育委員会編	 都道府県別	 日本の民俗分布地図集成 6	 p65	 便所神	 東洋書林	 
1981	 	 
（註 2）	 小松市の南の山間部、那谷寺の東に隣接する町。	 
	 
8	 囲炉裏への儀礼	 














































































時代に創建された同寺や東大寺などから鎮壇具(7～8 世紀)は 16 例出土しているが、
魚は見つかっておらず、仏教儀礼を記した教典「陀羅尼集































〔能登南部〕建前（田鶴浜町）	 タチマエ（鳥屋町）	 タチマエ（建前）（鹿西町）	 タ
チマイ（羽咋市）	 
〔加賀北部〕建前（宇ノ気町・戸板村・金沢市・旭郷・尾口村）	 タチマイ（大徳郷・大
野町）	 たちまえ（たてまえ）（富奥郷）	 タテマエ（白峰村）	 
〔加賀南部〕タチマイ（蛭川町）	 建前（タチマイ）（符津町・小松市・加賀市）	 
〔富山県〕タチマイ・ムネアゲ（氷見市）	 棟上げ（砺波市）	 タチマイ（福岡町・平村）	 












河北郡誌	 第七章	 迷信	 
・三輪亡の日に上棟式を挙ぐれば其家潰るるか又は建築に従事する大工死す。p.182	 
石川郡誌	 第十二章	 迷信	 	 	 	 
・三りんぼの日に建前すれば必ず破壊す。p.367 上	 
など、三隣亡の日を避けた。	 








































































を、奇数の数で、参集者に贈った。（珠洲市史	 第五巻＝資料編	 近・現代	 民俗編	 
pp.749-751)	 










































































	 五	 仏	 	 大日如来	 	 阿閦如来	 	 宝生如来	 	 阿弥陀如来	 	 不空成就如来	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五方位	 	 中	 央	 	 	 東	 方	 	 	 南	 方	 	 	 西	 方	 	 	 	 北	 方	 
五	 色	 	 白	 色	 	 	 赤	 色	 	 	 黄	 色	 	 	 青	 色	 	 	 	 黒	 色	 





































	 	 柳田村当目(現・能登町当目)五田棟梁が上棟時に現在も屋根の上に飾っているもの。	 














































































































































































































































































































































































やましろ―山代周辺綜合調査報告書―(現・加賀市)	 (民俗編	 pp.349-350)	 














































































































































































































































・祝儀は応援の大工には 5 千円～１万円程度。棟梁と建設会社の現場担当者には清酒 1・2














































で木舞に塗り込む。壁土は大量に使用され、一回で 1 寸（約 3ｃｍ）ほど









































































































































































































































































































































































































































石川郡誌	 第二十三章	 西尾村	 伝説	 p.1148	 
⑥足谷利兵衛	 観音下と岩上の境界を天狗巌といひ、部落を去ること南方約二十町に


































鳳至郡誌	 第三十四章	 兜村	 伝説	 p.1236	 
（能登名跡志）（略）又天狗の爪硎石といひて面平かなり。毎朝物を硎ぎし跡なり。	 
同上	 第三十四章	 兜村	 伝説	 pp.1241‐1242	 
〇名石･･･（略）甲山の麓には天狗の爪硎石と称するものありて、毎朝石臼に物を磨
せるが如き跡を存す。	 
能登志徴	 下編	 p.198	 
〇諸橋の七不思議･･･（略）又毎夜物研し跡ある石あり、天狗の爪研石といへり。	 
能都南部（鹿嶋・羽咋）	 
















河北郡誌	 第二十六章	 英田村	 伝説	 p.838	 
〇天狗･･･字大熊なる甲斐崎社及び字種成る出雲神社の森林中には天狗ありて棲息す
といふ。其他此の如きは各所にありて、小字の名にも天狗の文字を冠するもの多し。	 



































能美郡誌	 第三十六章	 山神村	 名蹟	 p.1540	 	 
〇天狗壁･･･字岩本に在り、手取川天狗橋の上流右岸（実際は左岸）、天狗が棲んだと
いう。	 
能美郡誌	 第三十六章	 山上村	 伝説	 p.1545	 
〇天狗の盃･･･字宮竹の南方丘陵中、上木山を天狗の領地と称す。老松を伐っ際樹上





珠洲郡誌	 第七章	 迷信	 pp.142-149	 
・深山又は大なる一本松には天狗住み、深夜人を詰問することあり、	 p.143 上	 
・夜間焼味噌を作る時は天狗が出る、	 p.145 下	 
・夜間鬼事すれば天狗に捕へらる、	 （鬼事･･･おにごっこ）	 p.147 上	 
・酒屋へ天狗が来れば酒の出来榮能かるべし、	 p.147 下	 
能登南部（鹿嶋・羽咋）	 
鹿島郡誌	 第十七章	 俗信	 
・山祭（師走十日）の日に山へ行くと天狗にさらはるるか或は怪我をする。	 p.977
上	 






を戸口に吊しおけば家人の病魔に襲はるることなし	 p.981 下	 
との俗信もある。	 
石川郡誌	 	 第十二章	 迷信	 
・山祭に山へ入れば山神の怒に触れて身に禍を享
う
く	 p.368 上	 
・天狗が剣術せる所を通過するときは怪我をする。	 p.372 下	 
・天狗は人をつかみ去る。	 p.372 下	 





を防ぐことを得、	 p.325 上	 











































	 写真 3－42（キャプション）	 天狗除けのまじない	 人が住みついている象徴として笠・

































七	 町にも不思議なる迷子ありしこと	 p.114）	 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(註 1)	 ボブラはポルトガル語の『かぼちゃ』	 













































































わたまし）』	 	 とあるように、仏教用語（真宗用語？）である。	 






































































（註 1）	 菊池祐恭著	 真宗大谷派宗務所出版部（東本願寺出版部）発行	 1966	 第四章	 年中行事	 ご
本尊並びに仏壇移徏	 p.84	 













































































































































































































史料	 第五巻	 三輪流神道篇	 乾』p42 上段と p385 下段にも同文が記載されている。	 
	 	 イ无∴龍伏之大事	 
・春南一北二東三西四	 	 ・夏北一南二西三東四	 
・秋東一西二北三南四	 	 ・冬西一東二南三北四	 
此ノ如ク柱ヲ立ツ可シ。違逆セバ祟リニ成ラントス、云々。	 












































































































































	 東方	 	 	 南方	 	 	 西方	 	 北方	 
	 此ノ方ニ向テ土公神ヲ拝ス可シ	 

































































山神については、同様の習俗は津幡町倉見地区(註 3)にも残っている。冬季に入る 12 月
9 日、集落の裏手の山裾に安置された福井県産笏谷石製で唐破風屋根の祠に旗を立ち並べ、

















































(註 4)	 石祠は明治四年に出村から現在地へ、移されたもの。	 津幡町史	 pp.700・701	 



































































































































































































































































































































（註 1）	 天孫降臨の際、道案内をした神。祭事の時の先導役。	 
（註 2）	 天の岩戸を開く算段をした思慮深い神。	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（註 3）	 東方を守る龍神。	 
（註 4）	 南方を守る龍神。	 
（註 5）	 西方を守る龍神	 
（註 6）	 北方を守る龍神。	 
（註 7）	 中央の地を守る龍神。	 















『日本書紀』691 年（持統天皇 5）10 月 27 日条および 692 年 5 月 23 日条、また『日






































































































































































































































































（註 1）	 伊勢神宮豊受大神宮（外宮）の神。土の神。	 
（註 2）	 神聖な祭器を司る土の男女神	 
	 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































す	 	 十月三十一日書	 
	 

















































































て ま お さ く
	 
年	 月	 日	 	 木工姓名	 	 白	 	 （原文の漢字に、振り仮名を振った）	 































（註 5）	 	 	 句々廼馳
く く の ち の
神
かみ






































































































































































































































































































































各 御 神 等
オノオノオホンカミタチ
ノ御威德
























































































































































































































（註 3）	 天の岩戸に隠れたアマテラスを計略で外へ連れ出した思慮深い神。	 
（註 4）	 天児屋(根)命･･･祝詞・祭祀を司る神。中臣氏の祖先。	 
（註 5）	 太玉命･･･神聖な玉を身に付け祭祀に携わる神。忌部氏の祖先。	 







	 能登の各地と氷見市の市町村史にはドヅキ丸太の先に、大工の削った鉋屑を 12 本取り
付けたり扇を縛る記述がある。加賀地方、越前にはその記述は無い。	 












































































	 倉谷集落(廃村)には 16 世紀末から加賀藩の鉱山があり、金・銀・銅・鉛などを産出し




















内川の郷土史	 祝儀唄	 pp.712-714	 
・好いたお方と	 夏吹く風は	 あけて待つわいの	 へやの戸を	 
・よさり(夜更けに)行くわいな	 寝床がどこや	 東枕の	 窓の下	 
類似	 	 こんやゆくから	 寝床はどこや	 東枕に	 窓の下	 
平村史	 石かち唄	 p.355	 
・娘はナどこに寝る	 さてどこに寝る	 夜さりこんじゃ	 夜さりこんじゃ	 
・東のナ枕のナ	 さて枕のナ	 窓の下	 窓の下	 
・どこがナ西やらナ	 さて西やらナ	 東やら	 東やら	 
・窓はナ切窓ナ	 さて切窓ナ	 戸は板戸	 戸は板戸	 
・娘はナさせる気で	 さてさせる気で	 帯といた	 帯といた	 	 
・帯をナといたれど	 さてといたれど	 ばばがおどれて	 目をさます	 





利賀村史	 地がち音頭	 p.173	 
夜んベナァ夜這人

































公的低利融資を利用した。筆者が建築に携わった昭和 40 年代半ば（1970 年ごろ）の木造
146  
  


















	 福井市史	 資料編 13	 p.755 の◇地づき歌(西安居)の歌詞に	 




















る所もあった。（小松市史	 （4）風土・民俗編	 p.376）	 
・木遣り歌の音頭取りは美声をはりあげて、時にはエロチックな歌もまぜて歌うので、
みんな笑いさざめきながら縄を引いた。（氷見の民俗	 p.58）	 


































































え よ う ど
神事」奈良・
橿原神宮の「国栖奏





	 平成 20 年（2008）12 月、長野県の遠山郷の「霜月神楽」を見に行った。現・飯田市上
村「上町白山神社」拝殿で午後 3 時から深夜 1 時までの神事であった。遠山郷は飯田市か
らは険しい山を挟み、トンネルが開通する以前は山越えが困難な所であった。上町集落は
23 軒の集落で、神社には 45 面の神楽面を所有している。しかし過疎の為、演者（男性の

















１時に祭りは終わった。飯田市の友人宅へは 2 時帰宅。	 

































































































































































































































































	 明治期の能登の上棟式風景については、昭和 43 年（1968）珠洲郷土史研究会発行『す













しは無いが、破魔弓 2 本（鬼門、裏鬼門の方向を指す）3 本の飾り物も見られる。	 
扇子車については、能登島東部のタチマイにも扇子三つを広げて円形にし、御幣に結び
つけると室達棟梁は語った。	 
昭和の上棟祝いは『内浦町史』第二巻・資料編（昭和 57 年発行）	 近世・近現代・民




















































	 	 年	 	 月	 	 日	 	 	 	 木工姓名白	 










	 	 年	 	 月	 	 日	 	 	 	 木工姓名白	 
（只見町史	 第三巻	 pp.1021-1022）	 














































































































































































































































































































































于時何何年何月何日	 	 	 	 工匠	 	 何	 某	 	 謹	 白	 
	 







































ノ ミ オ ヤ
久久能遅
























































































































イ ヤ シ ロ ト
。大御酒大美饌乎








































タ ル ム ナ ギ
。桁梁乃









ク ギ ノ ユ ル ビ
。取葺流
















モ マ ウ ス
	 
	 維時	 

















鑿（の	 み）	 文殊師利菩薩法門身	 
釿（ちょんの）釈迦牟尼仏羯摩形	 
槌（つ	 ち）	 金剛界修験大日功	 
金（か	 ね）	 大日胎蔵界大日功	 
釘（く	 ぎ）	 不動明王邪正一如儀	 
能登国珠洲郡見付村春日野住人	 
	 願主	 安	 田	 吉	 忠	 
（大正十二年(1923)初夏大工棟梁が奏上。珠洲市郷土史研究会編	 昭和 43 年(1968)
161  
  




元治	 元年（一八六四）	 	 九月	 六日生	 



















































































	 『17 日本の民俗	 石川』には	 
	 藁細工では、往時に枚挙にいとまないくらい多くのものがつくられた。稲作地域だ
けでなく、稗・粟をつくる白山麓の白峰村でも谷峠を越えた越前の北谷方面から藁を







































































	 現在では土・日曜か祭日にタチマイを行う施主が多くなった。施主の大半が 40 代、そ








（註 1）	 ワクムスビの子で、食物・穀物を司る神。	 




















	 金榮山妙成寺は羽咋市瀧谷町ヨ 1 にある日蓮宗の寺院であり、三十四世明義院日榮は文






























































































の家に入って住みつくのを防ぐためと言う。(富山県史	 民俗編	 p.63)	 






















































































・女性の着衣の一部で作った五色旗	 	 内浦町（現・能登町）	 
・扇をつけた幟にオサ・オをつけ、立てる	 	 	 	 	 能都町（現・能登町）	 
	 	 能登島町（現・七尾市）	 
・大黒柱に枠・オサ・カモジ	 弓矢・かけや	 	 	 	 羽咋市	 
・バンドリ	 	 	 	 	 	 	 	 大徳郷(現・金沢市)	 
・塩鯖・笠・バンドリ	 	 	 	 	 	 	 津幡町・金沢市	 
・南無阿弥陀仏の貼り紙・数珠・サバ	 	 	 	 	 富奥(現・野々市市)	 
・「南無阿弥陀仏」の貼り紙、生鯖	 	 	 	 	 	 旭郷(現・白山市)	 
・尺棹・曲尺・カケヤ・魚	 	 	 	 	 	 美川町(現・白山市)	 
・大黒柱に尺棹・曲尺・カケヤを縛り酒・塩・米・魚を供える	 	 蛭川町（現・小松市）	 
・尺竿・掛矢・掛矢の上に酒と塩	 	 	 	 	 	 符津町(現・小松市)	 
・尺棹・曲尺・カケヤ・図面板と酒・塩・米・スルメを供える	 	 小松市	 
・枠（木綿織用）・塩鯖・塩	 	 	 	 	 	 小松市(国府町)	 
・尺棹・曲尺・カケヤ・図面板を縛り、酒・鮮魚・白米・塩	 	 	 山代(現・加賀市)	 







昭和 12 年（1937）10 月 25 日発行の『金澤民俗談話會報』第三號(現在の『加能民俗』)p11
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パンチェン・ラマ 10 世生家ニ階の厨子上部を守るシャ―ジャーチョンジン。	 
嘴で毒蛇を咥えている。	 
	 













頼された各地を廻って仕事をしたと記されている。(加賀市史	 通史	 下巻	 p.742）	 
津幡町でも旧笠谷村吉倉（町中心から 5km ほど山間部へ入った地区）に茅葺きを専門と
する集団がいて、依頼されると大八車に大量の水に漬けた藁縄を載せ、町へやって来たも



























































































































































	 御	 	 	 	 経	 	 阿弥陀経・短念仏留	 









	 念	 仏	 和	 賛	 	 	 三首引三淘
みつゆり
	 
	 和	 	 	 	 賛	 	 初重	 弥陀成仏のこのかたは、	 二重	 自利利他円満して、	 三	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 重	 十方微塵世界の	 
	 回
え











	 和	 	 	 	 賛	 	 七宝講堂道場樹	 次第三首	 
《仏壇・ご本尊ともの場合》	 ご本尊、仏壇ともに同時のご移徙ならば和賛は、	 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 1～15 までの項目の儀礼の中には、現在全く行われていないものが殆どである。	 
	 陰陽道・神道・仏教に根差した儀式が少なくなって行く。迷信を排する気持ちがそうさ
せるのであろうか。	 

















減ってきている。親方の家に住み込み、無給で 4 年の弟子修行を経て 1 年間のお礼奉公の










































































(註 1)	 	 富奥郷土史（現・野々市町）	 第十七章	 村人の生活	 第一節	 家々のくらし	 五、普請	 p.867	 















筆者は昭和 49 年(1974）新築した自宅を取り壊し、平成 9 年(1997)改築した。神棚の移
動は、特に神職は呼ばず白手袋で口覆い（マスクで代用）をし、仮住居へ移した。神棚の























第三節	 俗信	 ｐ.1003	 
・井戸を埋めると、病気になる。	 
鹿島郡誌	 前編	 第拾七章	 俗信	 （一〇）雑	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石川郡誌	 第十二章	 迷信	 
・井戸の有りし所へ建て物をすれば病人の絶間なし。	 p.371 上	 



























































(註 1)	 加賀市史	 通史	 下巻	 第六章	 民俗と文化	 第六編	 現代	 p.739	 
(註 2)	 福岡町史	 六	 新しい世代に立って	 9	 町や村の民俗（3）住・衣・食（イ）住居	 pp.817-818	 
191  
  
(註 3)	 井戸の考古学	 第 6 章	 井戸の祭祀	 1.井戸にかかわる神	 p.155	 
(註 4)	 前掲書	 同上	 2.井戸祭祀の検討	 pp.156-157	 
(註 5)	 前掲書(註 4)	 同上	 同上	 pp.165-166	 
(註 6)	 前掲書	 同上	 同上	 pp.166	 
(註 7)	 前掲書	 同上	 同上	 pp.169-170	 
































































（註 1）	 前編	 第十七章	 俗信	 （七）疾病に関するもの	 p.978 上	 
（註 2）	 各都道府県教育委員会編	 『日本の民俗分布地図集成⑥	 中部地方の民俗地図②新潟・富山・
石川・福井』	 東洋書林刊	 （1981 福井県教育委員会）	 p.65	 
	 
筆者の経験	 
















・昭和 36 年（1961）公共下水道事業計画決定	 
・昭和 37 年（1962）建設省認可	 
・昭和 44 年（1969）城北水質管理センター供用開始	 
浅野川左岸、ＪＲの鉄橋 100ｍ下流の右岸に最初の処理場完成した。
対象地区は金沢駅東側地域であった。	 













9 点、2 段階に須恵器壺 2 点、3 段階に須恵
























	 南北 195ｃｍ×東西 160ｃｍの相欠式横板組井戸。切り欠けを作り、井の字に組み
合わせ上に積み上げたもの。	 
	 検出面からの深さ 145cm。井戸底から須恵器長頸瓶が出土。	 
2 号井戸（同報告書）pp.78-79	 
	 南北 260cm×東西 225ｃｍの相欠式横板組井戸。発掘品無し。	 
32 号土坑（井戸）（同報告書）pp.80-82	 
















	 『續日本紀』（註 1）に書かれた文と、現代語『続日本紀』（註 2）を記載した。引用の頁
数は末尾に記載した。	 






























水の効用は天皇に霊亀 3 年（717）を養老元年と改元させる程の感激を与えたのである。	 
	 水の汚染による疫病の発生に関して、天平 9 年（737）藤原鎌足の次子・藤原不比等の
息子 4 人が疫病で次々と命を失った。この年の『続日本紀』には 4 月から疫病の流行とそ
の対策に苦慮する天皇の様子が記載されている。	 
〇辛酉四月十七日。	 参議民部卿正三位藤原朝臣房前薨。送以大臣葬儀。其家固辞不受。	 













































〇六月甲辰朔。	 廢朝。以百官官人患疫也。（續日本紀	 巻十二	 聖武天皇	 p.145）	 
〇六月一日	 朝廷での執務を取りやめた。諸官司の官人が疫病にかかっているからで
ある。（続日本紀（上）p.368）	 















































	 7 月 25 日、遂に長男の武智痲呂も逝った。	 
〇癸夘八月二。	 命四畿内二監及七道諸國僧尼淸淨沐浴。一月之内二三度令讀最勝大経。










































































〇十二月丙寅二十七。	 改大倭國。爲大養徳國。	 （略）	 ◎是年春。疫瘡大發。初自
筑紫來。經夏渉秋。公卿以下天下百姓。相繼没死。不可勝計。近代以來未之有也。（續
日本紀	 巻十二	 聖武天皇	 pp.148-149）	 



































































鎭札・天度三百六十座守調遣了』（兼見卿記	 第一 p.44）	 




























（註 1）	 新訂増補	 國史大系〈普及版〉	 『續日本紀	 前編』	 吉川弘文館	 1972	 
（註 2）	 宇治谷	 孟	 『続日本紀	 上』	 全現代語訳	 全三巻	 講談社学術文庫	 1992	 
（註 3）	 井戸の考古学	 第六章	 井戸の祭祀	 2.井戸祭祀の検討	 pp.162-163	 
（註 4）	 『日本紀略	 第三	 後篇』	 一條（正暦五年四月―九月））吉川弘文館	 1980	 p.178	 
（註 5）	 『續日本後記	 巻十五』	 仁明天皇（承和十二年三月―六月）吉川弘文館	 1972	 p.177	 
（註 6）	 史料纂集〔期外〕『北野社家日記	 第二』	 続群書類従完成会	 1972	 p79	 




明治二十五年（1892）発行の『九星相術	 人事百般大雑書（上）』p.33	 上段に	 
〇普請中





ふ し ん ち う
仮住居



















































































































実三個であった故事によるものと思われる。河北郡誌	 第七章	 迷信	 ｐ185 に「井筒を
地中に埋むれば凶事あり」とあるが、役目を終えた井筒（木製・石製を問わず）は丁重に
処分しなければならないという考えである。	 










































































・輪島市大野町	 	 	 	 ・・・・カクチ	 
・輪島市町野町東大野	 	 	 ・・・・ショウジ	 
・中島町別所(現・七尾市)	 	 ・・・・ゴウ	 
・能登島町曲
まがり
(現・七尾市)	 	 ・・・・マワリ	 
・羽咋郡志賀町赤
あか






































































































































































































































































































































	 七尾市・・・コウリャク	 	 利賀村・平村・・・コーリャク	 





























































	 昭和 27 年（1952）『加能民俗	 第十三号』	 松本敏夫「能登島の元服祝い」には能登島
の西島村南部落（現・七尾市能登島南町）のヨボシオヤ・コ、オハグロオヤ・コの報告が
ある。	 
昭和 36 年（1961）『加能民俗	 5 の 5』に天野武「柳田地方の擬制親子慣行調査メモ（一）」
同年「同（二）（三）」昭和 37 年「同（四）（五）」の報告がある。	 
昭和 37 年『加能民俗 5 の 10』には中島等「ヨボシ子について―陸奥下北半島」の報告
が、昭和 38 年『加能民俗５の 13』には前出、天野武の「面出し（註 1）とヨボシコ―ヨボ
シオヤ・ヨボシ子の一類型―」の報告がある。	 




17 日本の民俗	 石川	 























































	 小倉は擬制親子関係を 5 つの類型に分類している。	 
	 各郡誌、市町村史にに記載の元服に関する記事を見てみる。	 































































































































・明治 40 年、羽咋郡志雄村子浦に生まれた長岡博男は、昭和 4 年に東京医学専門学校（現	 
東京医科大学）を卒業した眼科医であるが、昭和 6 年、柳田国男に師事。	 
・昭和 11 年、金沢にて眼科医院を開業。	 
・昭和 12 年、同志とはかって「金沢民俗談話会」を結成。昭和 24 年同志とはかって「加	 
能民俗の会」を結成。昭和 45 年、死去した民俗学者である。	 
彼の遺稿集「加賀能登の生活と民俗」（考古民俗叢書〈14〉長岡博男著	 慶友社	 1975）	 
の中に「よぼしご」に関する文が 2 稿載っている。	 
	 その 1 は『能登の「よぼしご」』で「民間伝承」第 16 巻第 12 号（昭 27.12）に掲載さ	 
れたものであり、その 2 は『民俗の地域差	 ―加賀と能登の場合―』で「日本民俗学会	 












	 ａ	 主従関係によるもの	 かつての主従関係にあった家、即ちケライ筋の家との
間柄で、従って特に親子杯などが行われないし、世間もこれを承知している。
（広栗・岩田）	 




























	 	 能登の「よぼしご」分布図	 
考古民俗叢書〈14〉	 加賀能登の生活と民俗	 長岡博男	 著	 慶友社	 能登の「よぼしご」	 ｐ40	 
	 




















（註 2）	 末裔の意。本家・分家と姻族その他の集団	 
（註 3）	 能登・越中では親戚をエッケまたはイッケと言う。エッケツナギは分家も代を重ね、薄れた本
家との縁をもう一度つなぐことをいう。	 
（註 4）	 加賀・能登では愚痴を言うことをクドクと言う。	 
（註 5）	 長岡博男著考古民俗叢書〈14〉『加賀能登の生活と民俗』慶友社 1975	 p.40	 








































































（註 1）	 松本市史	 第三巻	 民俗編	 pp.352-353	 
（註 2）	 同上	 pp.352-353	 
（註 3）	 同上	 pp.356-357	 
（註 4）	 長岡博男	 『考古民俗叢書〈14〉	 加賀能登の生活と民俗』慶友社	 1975	 能登の「よぼしご」
p.40	 
	 


















































































珠洲市史	 民俗編	 第一章	 衣食住の変遷	 第一節	 住居と生活	 五	 建築儀礼	 p.749	 
地搗き歌（石場ガチ歌）	 
〇鶴は千年	 亀は万年	 この石ゃぁ万年	 	 イヤサー	 イヤサー	 




第一巻＝資料編	 自然・民俗・地誌	 第五章	 民俗の伝承と変遷	 第五節	 口頭伝承	 

















































































カイナー	 その声揃えてヤーンサーテト	 アーヨーイヤマイタ	 ドッコイドッコイ	 
	 























































柳田村の集落誌	 原田正彰編	 鳳至郡柳田村役場	 1977	 





















































〇アー鶴は御門に巣をかける	 	 アーヨイヨイ	 
〇アー亀はお庭で舞をする	 	 	 アーヨイヨイ	 	 ヨイノヨイノヨイヤナー	 
〇ハアーめでためでたの若松様よ	 	 	 	 枝も栄えて葉も茂る	 
〇アー今日は日もよし天気もようて	 	 	 こなたさまも喜んでおりまする	 
〇大工の棟梁もご苦労さまじゃ	 	 	 	 それについたる職人方も永々御苦労でござ
る	 
〇ハアー怪我に案内ござらんさかい	 	 	 めでたく石場を納めてもろて	 
晩には千秋楽踊ろうじゃないか	 	 	 	 	 






はヤイめでたい館ヤイナー	 	 鶴がご門で巣をつくるアラ巣をつくる	 
アラ鶴がご門で巣をつくる	 
○音頭とりさま夜明けをヤイ頼むヤイナ	 	 よいの音頭は誰もとるアラ誰もとる	 
アラよいの音頭は誰もとる	 
○大工様チョンナで招く	 	 	 	 	 	 	 	 	 娘機屋でひで招く	 
アラ娘機屋でひで招く	 
○親の意見とヤイナーなすびの花はヤイナ	 	 千に一つのあだがない	 
アラ千に一つのあだがない	 









鹿島郡誌	 前篇第十四章	 民謡	 童謡	 pp.847-849	 
〇石場搗唄	 





































たいことはない	 ソレヤヤントコセヨウイヤナ	 アラランコレワイノセ	 サアナン
セモセイ	 ヨイセイトコセイ	 

























































○田舎なれども石崎名所	 前に水鳥狐が出島	 奥に都の入がある（庄内節）	 

























































田鶴浜町史	 p.662	 旧・鹿島郡	 現・七尾市	 
石場かち唄	 
〇これは此方の主柱	 みどり若い衆も	 おいかけ綱も	 声と力で	 さあ頼んます	 
ア	 エートコナ	 エートコナ、ハ	 ヨイトショ	 ヨイトショ	 
〇此処な館はめでたい館	 鶴は御門で巣をかける	 ア	 エートコナ	 エートコナ	 
ハ	 ヨイトショ	 ヨイトショ	 
〇エーヤーエ、娘十六ネブカの白根	 うまいところに毛が生えた	 ハ	 ヨイトショ	 
ヨイトショ	 
〇エーヤーエ、めでためでたの若松さまは	 枝も栄える葉も茂る	 ヨイトショ	 ヨイ
トショ	 
〇エーヤーエ、なんぼ言うてものん気なバアサま	 今朝もシャモジで××叩いた	 ハ	 
ヨイトショ	 ヨイトショ	 
〇エーヤーエ、こんなたいそなガメかちするより	 家に酒飲んで寝てりゃいよい	 ハ	 
ヨイトショ	 ヨイトショ	 




〇エーヤーエ、人の恋をジャマする奴は	 馬にけられて死ねばよい	 ハ	 ヨイトショ	 
ヨイトショ	 
〇エーヤーエ、高田の八幡坂に	 猿が米つくキネの音	 ヤ	 ヨイトコ	 ヨイトコ	 























のやかたはめでたいやかたァー	 	 石場のまん中かってくれェー	 
	 アー	 エートコ	 エートコナー	 ヨイショ	 ヨイショ	 
○もひとつおまけに	 どっさりとォー	 	 エートコ	 エートコナー	 ヨイショ	 ヨ
イショ	 
○おらちゃ若いときゃ	 たたいたもたたいたァー	 おかゆしゃもじで	 けつたたい
たァー	 アー	 エートコ	 エートコナー	 ヨイショ	 ヨイショ	 
	 









〇えびす大黒	 七福神	 封じこめれば	 この石場	 
	 








羽咋市史	 第四章	 第二節	 市民の衣食住	 (二)家の普請	 p499	 
○ここはこの	 家の大黒柱	 ヨイヨイ	 石をかたげずかってくれ、	 
エートコナ	 ヨイト	 トンジャ	 
○この館はめでたいやかた	 ヨイヨイ	 鶴がご門に巣をかける	 
エートコナ	 ヨイト	 トンジャ	 
○子どものチンポと竹の子の出がけは	 ヨイヨイ	 太る次第に皮むける	 
エートコナ	 ヨイト	 トンジャ	 
	 
志雄町史	 第５章	 志雄町の民俗と伝承	 ４節	 神事と伝承	 （二）木ヤリ音頭	 pp.855	 
-858	 
石場かちの唄	 
○目出たい石もこれ一つ	 ヨーイヨーイ	 心置きなく打ってくれ	 

































第一〇章	 民俗あれこれ	 第四節	 歌謡	 民謡	 祝儀唄	 pp.712-714	 
	 祝儀唄は建前やその他の酒宴に転用された。	 




いたさかずき	 中見てあがれ	 中は鶴亀	 五葉の松	 
○長い花咲く	 くるみの花は	 末は実がなる	 まるくなる	 
○夏は木のかげ	 寒中にこたつ	 今はあなたの	 袖のかげ	 
○ここの館は	 めでたい館	 鶴が御紋（ママ）の	 巣をかける	 
○床なんてん	 床柱	 つる空からまい下がる	 亀と鶴との舞いあそび	 
○文の上書	 うす字やけれど	 中にこい字を	 書いてある	 
○一つあげます	 この盃を	 中に思いが	 書いてある	 




○春のこよ日に	 立つうぐいすは	 梅の木小枝を	 見てとまる	 
○信州信濃の	 新そばよりも	 わたしあなたの	 そばがよい	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○酒のさかなに	 かれいならよかろ	 命長かれ	 仲よかれ	 
○さてもうれしや	 思うことかのた	 神が導き	 なされたか	 
○えびす大黒	 出雲の神よ	 西と東の守り神よ	 
○親の意見と	 春降る雪はよ	 降れど積れど	 根に持たぬよ	 
○大工様かいな	 お手柄さまじゃよ	 建てた柱に	 花が咲くよ	 
○親はとい竹(樋竹）	 子は水じゃよ	 親がやらせば	 どこまでも	 
○長い花咲く	 くるみの花はよ	 末にゃ実もなる	 丸くなるよ	 
○ちょうし	 杯	 座敷を回るよ	 わたしゃあなたに	 ついて回るよ	 
○主とわたしは	 巻きついた藤や	 根元ぁ切れても	 離れやせぬ	 
○ござれ	 旅の殿	 お座敷ゃ広い	 奥によもぎの	 蚊帳
か や
をつる	 
○好いたお方と	 夏吹く風は	 あけて待つわいの	 へやの戸を	 
○山に床とりや	 木の根が枕	 落ちる木の葉が	 夜着ふとぎ	 




○鯉の瀧のぼり	 どいうて登る	 山を野にしょと	 いうて登る	 
○どうせこうなりゃ	 二足のわらじどこや	 すげてはいたり	 はかせたり	 
○よさり行くわいな	 寝床がどこや	 東枕の	 窓の下	 




○泣いて涙を	 出さないものは	 芝居役者か	 きじの鳥	 
○山に伐る木は	 沢山あれど	 思い切るきは	 さらになし	 
○わたしゃ十九の	 厄年なれど	 殿の二十五が	 気にかかる	 
○こよい一夜は	 浦島太郎や	 あけてくやしや	 玉手箱	 
○待つがつらいか	 またれるわたし	 家をしのんで	 出るつらさ	 
○三度咲きゃこそ	 吉野の桜	 三度咲かねば	 山桜	 
○お前みそめた	 去年の五月	 五月	 菖蒲の湯の中に	 
○声はとどかず	 手で招かれず	 笠のとんぼで	 見て招く	 
○松にままこは	 ないとは言
ゆ
えど	 山に小松の	 たえがない	 
○殿の御用なら	 浅間の山の	 燃える中でも	 いとやせぬ	 
○殿に別れて	 松原ゆけば	 松の露やら	 涙やら	 
○酒もたばこも	 好きならあがれ	 下戸で建てたる	 蔵がない	 
○たばこ一箱	 千両しょが	 ままよ	 殿の好きなら	 たやしゃせぬ	 
○千両や万両の	 金にはほれぬ	 根性心を	 見てほれた	 
○あなたばかりが	 照るではなかろ	 よそに日も照る	 雨も降る	 
○浅い川なら	 ひざぎりまくる	 ふかくはまれば	 帯をとく	 
○浅の川には	 もみじを流す	 ここと犀川に	 ころ流す	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○しまだわげ見れば	 あれがそうかそうかと	 よそにしまたわげ(島田髷)が	 なけ
なよい	 	 	 
○しまたわげを見りゃ	 ちょうちょが止まる	 止まるはずやもん	 人の花盛り	 
○四十や四十やと	 けさまで思
おも
た	 三十九やもの	 はなさかり	 
○恋のやみやを	 しらずの親は	 にがり煎薬	 のめのめと	 
○すいたお方に	 添わせぬ親は	 親でないわいの	 いろがたき	 
○麻ぎたいまつ	 ふるような殿と	 一夜踊れば	 寝た思い	 
○麻ぎたいまつ	 火が付きやすい	 わたしゃあなたに	 もえやすい	 
○わしの心と	 大乗寺山は	 よの木(ほかの木)まじらぬ	 松ばかり	 
○梅と桜を	 両手に持てば	 どれが梅やら	 桜やら	 
○梅に迷うても	 桜に迷うな	 同じ花でも	 散りやすい	 
○きりょうや姿に	 迷うな女子
お な ご
	 根性心を	 見て迷え	 
○秋が来たやら	 鹿さえなくに	 なんでもみじが	 いろがこぬ	 
○かあいがられた	 蚕の虫は	 糸をとられてチョイト	 まるはだか	 
○すきとごうなり	 やけなべかぶる	 わたしゃ五つの	 指を切る	 
○してもしたがる	 お十七、八は	 親もさしたがる	 しゅうす(繻子)の帯	 
○虎は千里の	 藪でも越すが	 障子ひとよが	 ままならぬ	 
○こいしい	 こいしいと	 なくせみよりも	 なかぬほたるが	 身を焦す	 
○なんぼあなたは	 気がいそいでも	 わたしゃ西山	 日をかぎり	 
○思うて通えば	 千里が一里	 会わずもどりが	 なけな（無ければ）よい	 
○思い出しては	 写真をながめ	 なんで写真が	 ものいわぬ	 
○ござれ来いとは	 ことばのしなや	 まこと来いなら	 手で招く	 
類似	 ○来いとござい（いらっしゃい）とは	 ことばのしなや	 まこと来いなら	 呼び
にくる	 
○固い約束	 石山寺の	 石の証文	 金の判	 
○来たりこなんだり	 夏川の水は	 誰がおもて	 止めるやら	 
○あの娘よいこだ	 わしゃ見て笑
わろ
た	 わしも見てやろ	 笑てやろ	 
○米のなる木で	 わらじを作る	 歩きゃ小判の	 跡がつく	 
○わしとあなたは	 羽織のひもよ	 固く結んで	 胸におる	 
○酒さえのみゃただ	 身ははだかでも	 綾や錦を	 着た思い	 
○踊るこどもに	 鈴買うて下げりゃ	 津幡馬（明治期、津幡で行われた草競馬。農耕
馬は出だしだけ早く、すぐバテルと言われた。）より	 おもしろい	 
○宿じゃ宿じゃと	 野々市は宿や	 メロ(女の子)がなが野をコロかずく（担ぐ）	 
○能登の七尾の	 竹割る音は	 一里聞えて	 二里ひびく	 
○佐渡と越後の	 境の桜	 枝は越後で	 根は佐渡へ	 
○蒸気が出て行く	 煙が残る	 残る煙が	 しゃくの種	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○舟のせんどさんと	 つばくら鳥は	 いつも春来て	 秋もどる	 
○親のおらん児に	 親はと聴けば	 親はござれど	 極楽や	 
○歌は世間の	 理をつめる	 ばあさんあかん坊の	 尻つめる(尻つねる)	 
作業歌	 pp.728-729	 
石塲搗唄	 
○いずれどなたも	 はりこんで頼む	 ここは大事の	 おも柱	 
○こんの屋方は	 目出たいやかた	 鶴が御門に	 巣を作る	 
地がち唄	 
○アーハ	 主と私は	 ナーハイ	 きやきのじんじゃヨー（欅の芯じゃヨー）	 
なかのうかァたいこーた(仲の確かなことは）	 ソリャナンジャ	 人は知らぬよー	 
アラエンヤラ	 エンヤラ	 エンヤラヤー	 ヨイショウ	 ヨイショウ	 ヨイショウ	 
ヨイショウ	 ヨイショウ	 	 ヨイショウ	 ヨイショウ	 
○主と私は	 松葉の二葉	 かれておちても	 はなれはしない	 
○一夜一夜に	 待つ来る金を	 寺にあげたら	 供養になる	 
○わたしゃ歌すき	 念仏きらい	 死出の山でも	 歌で越す	 
○主が主なら	 わたしもわたし	 夜明かしするなら	 ともにする	 
○親の前でも	 指さしこんで	 よいかよいかの	 酒の燗	 
○歌はうたいたし	 うたの節しらず	 一つ歌ては	 七かやし	 
○泣いてくれるな	 われよりわたし	 気兼ねあるわいな	 二親に	 
○可愛い可愛いが	 おんばさ(乳母・子守)のくせや	 なんでかわかろ	 人の子が	 
○親のおらぬ子は	 道端草よ	 人に見下げられ	 踏みさげられ	 
○わたしゃこの町の	 かんざし男	 いかな女子もさしたがる	 
	 
大徳郷土史	 
2	 民謡	 p.849	 
地搗き唄	 （無量寺町）	 
○酒は酒屋に新茶は茶屋に	 アアヨオヨ	 ヨイヨイ	 
	 女郎衆三国の	 アリャ	 茶屋街に	 ヨーイ	 ヨーイ	 ヨイヤナ	 アリャリャ	 
	 コリャリャン	 ナンデモセー	 
○酒やたばこは好いたらあがれ	 下戸の建てたる蔵もない	 
















第二節	 歌謡	 pp.614-617	 
地がち唄	 
○こなた舘は目出度い舘、	 	 西と東に倉が建つ。	 
○思ひ合せて頼みます、	 	 ここは大事な角柱。	 
○さあさ皆さんはりこんで頼む、	 	 ここは大事な元柱。	 
○ここは大事の主柱、	 	 もう一つ投げてやつてくれ。	 
○目出度目出度の若松様よ、	 	 枝も繁れば葉も繁る。	 
○娘島田に蝶々が止まる、	 	 止まる筈だよ花だもの。	 
○こんの舘は目出度い舘、	 	 舟が馳せ込む宝船。	 
○咲いた桜に何故駒つなぐ、	 	 駒が勇めば花が散る。	 
○おれとお前はお倉の米よ、	 	 いつか世に出てままとなる	 
○梅と桜を両手に持てば、	 	 どれが梅やら桜やら。	 
○桜三月、あやめは五月、	 	 私の心は二三月。	 
	 












































































〇どうなたこなたも	 張り込んで頼む	 ヨーイヨイ	 
〇ここは大事な主柱	 アリャエーンヤ	 エーンヤノサーッサノ	 ヨイヨイ	 
〇こーんの館はめでたい館（以下囃子省略）	 鶴が御門に巣をかけた	 
〇桜三月	 あやめは五月	 わたしの心は	 二三月	 
〇大事大事は	 どこでもござる	 ここは大事な主柱	 
〇親の意見と	 なすびの花は	 千に一つのあだがない	 
・地がちするのも	 御生願うも	 末のためじゃと思やこそ	 
鶴来町史	 現代編	 （現白山市）	 
第四章	 生活	 
第三節	 俚謡・民謡・俗謡	 pp.732-737	 	 
鶴来町指定無形文化財	 地搗ち唄（作業唄）	 
出ばやし	 
アーヨイショ	 アヨイショ	 アヨイショ	 
〇目出度	 めでたナー	 アラ若松様はー	 枝も栄える	 葉も茂る	 
	 サア	 エンヤラヤー	 エンヤラヤー	 アーヨイショ	 アヨイショ	 アヨイショ	 
〇こんの館はナー	 アラ目出度い館	 鶴が御門に巣を	 かける	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 はやし	 前に同じ（以下同じ）	 
〇何処におろかはナー	 アラなけれどなー	 ここは大事な	 主柱	 
	 はやし	 
〇何処におろかはナー	 アラなけれどなー	 ここは大事な	 すま柱	 
	 はやし	 
〇昔尋ねりゃナー	 アラ鶴	 来た里と	 鶴来ァ	 由緒のあるところ	 
	 はやし	 
〇つつじ椿ナー	 アラ野山を照らす	 加賀の菊酒	 顔照らす	 
	 はやし	 
〇ここは大事な主柱	 一つほり上げて	 やって呉れ	 
	 はやし	 
地搗唄（鶴来町が昭和一一年一〇月二三日放送「鶴来の風景」のもの）	 
一、お前百までわしゃ九十九まで	 	 	 	 ともに白髪のはえるまで	 
二、どこにおろかは	 アラ	 無いけれど	 此処は大事なおも柱	 
三、嘘か誠か白山さんは	 	 	 	 	 	 	 	 萱が無いとてこけら葺	 
四、越えて小柳そこへ行きゃ曽谷	 	 	 	 奥は白山こちゃ鶴来	 
五、躑躅椿は野山を照らす	 	 	 	 	 	 	 加賀の菊酒顔照らす	 
六、馬は三歳	 馬方二歳	 	 	 	 	 	 	 	 案じますぞえ手取川	 
七、昔尋ねりゃ鶴来た里と	 	 	 	 	 	 	 つるぎゃ由緒のあるところ	 
八、目出度めでたの若松様よ	 	 	 	 	 	 枝も栄える葉もしげる	 
九、こんの館は目出度いやかた	 	 	 	 	 鶴は御門に巣をかけた	 
地搗唄	 （舘畑村が昭和一五年七月二九日放送の「俚謡物語	 望郷」のもの）	 
〇目出度めでたのよいや	 若松様はよ	 枝も栄える	 葉も茂るサ	 イーヤラホイ	 
ドッサン	 ドッサン	 
〇こんの館はなーほい	 目出度い館よう	 鶴は御門に巣をかけるサ	 （以下、囃子同
じ）	 
〇どなた若衆もよういや	 思いよいてたのむよ	 ここは大事な	 主柱さ	 
舘畑のあゆみ（旧鶴来町・現白山市）	 
地搗唄	 









〇目出度	 目出度の	 若松様よ	 枝も栄ゆる	 葉も茂るよ	 
〇こんの館は	 目出度い館	 鶴が御紋に（ママ）に	 巣をかけた	 
〇八幡	 竹ん筒	 和佐谷にゃ瓠（ひさご）	 間
あい
の三宮	 片手樽	 
〇おまえ知らんじゃか	 みなともはしで	 シラミャ	 あぐちこいてごしょねごた	 
〇前に白山	 後ろにゃ三宮	 中をとりもつ比咩神社	 
〇こんの館は	 目出度い館	 ここは大事な	 大黒柱




ア	 ヨイショ	 ヨイショ	 ヨイショ	 
ヤーンレ	 目出度	 めでたのヨー	 ヤーレコノヤンサノエー	 
みんなで力をあわせてヨー	 
ア	 ヨイショ	 ヨイショ	 ヨイショ	 
（前唄）	 
〇こんの館はイナー	 アリャ目出度い館イナー	 木の香新しい家が建つ	 
	 サ	 エンヤラ	 エンヤラヤ	 ア	 ヨイショ	 ヨイショ	 ヨイショ	 
〇どこにおろかはイヤー	 アリャないけれどイナー	 ここは大事なおも柱	 
	 サ	 エンヤラ	 エンヤラヤ	 ア	 ヨイショ	 ヨイショ	 ヨイショ	 
（囃子）	 
ヤーンレ	 目出度	 めでたのヨー	 ヤーレコノヤンサノエー	 
みんな力をあわせてヨー	 	 	 ア	 ヨイショ	 ヨイショ	 ヨイショ	 
（本唄）	 
〇こんの館はイナー	 アリャ目出度い館イナー	 鶴がご門に巣をかける	 
	 サ	 エンヤラ	 エンヤラ	 ヤ	 アヨイショ	 ヨイショ（以下囃子同じ）	 
〇どこにおろかはイナー	 アリャないけれどイナー	 ここは大事なすま柱	 
〇越えりゃ金沢イナー	 アリャそこ行きゃ小松イナー	 奥は白山こちゃ鶴来	 
〇昔尋ねりゃイナー	 アリャ鶴きた里とイナー	 鶴来や由緒のあるところ	 
〇紅葉色づけやイナー	 アリャ金劔さんのイナー	 天の真名井も赤ら顔	 
〇どうせこうなりゃイナー	 一足の草履イナー	 主にはかせてわしゃはだし	 	 
（囃子）	 
ヤンーレ	 目出度	 めでたのヨー	 ヤーレコノヤンサノエー	 
みんな力をあわせてヨー	 	 ア	 ヨイショ	 ヨイショ	 
（四季唄）	 
〇つつじ椿はイナー	 ありゃ野山を照らすイナー	 加賀の菊酒顔照らすイナー	 
	 サ	 エンヤラ	 エンヤラ	 ア	 ヨイショ	 ヨイショ	 ヨイショ（以下、囃子同じ）	 
〇手取荒瀬はイナー	 アリャ若鮎踊るイナー	 月に浮き出る天狗橋	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〇獅子吼紅葉はイナー	 アリャ夕日に映えてイナー	 垂れる稲穂にそよぐ風	 











第二節	 わらべ唄	 p.639	 
一、作業歌	 
地搗唄	 
〇目出度	 目出度の	 若松様よ	 枝も栄ゆる	 葉も茂るよ	 
〇こんの館は	 目出度い館	 鶴が御紋（ママ）に	 巣をつけた	 
〇八幡	 竹ん筒	 和佐谷にゃ瓠	 間
あい
の三宮	 片手樽	 
〇おまえら知らんじゃか	 みなとのはしで	 シラミャ	 あぐちこいてごしょねごた	 
〇前に白山	 後にゃ三宮	 中をとりもつ	 比咩神社	 





〇兄貴よろこべ	 今度のかかは	 仕事きらいな	 おやじ好き	 
	 
尾口村史（現白山市）	 
一〇	 口頭伝承	 pp.786-788	 
2	 深瀬	 
地がち唄	 土木作業の地がちの時にうたわれた労作唄で、節は千本づきに似ている。	 













〇伊勢は津でもつ	 津は伊勢でもつ	 尾張名古屋は城でもつ	 
5	 東二口	 
さまよ	 
〇さまよさまよとさま待つばかり	 さまに待たれる	 エーサマヨー	 身がほしや	 
〇さまよ鯖のすしや	 おもせて開く	 わたしゃあなたの	 エーサマヨー	 寝て開く	 
6	 女原	 
さまよ	 
〇さまよさまのすしゃおもせで開く	 わたしゃあなたと	 サマヨ	 寝て開く	 
〇さまの三度笠かたげてかむる	 すこしお顔が	 サマヨ	 見とござる	 
〇お月様さえ夜遊びなさる	 殿の夜遊び	 サマヨ	 無理はない	 
7	 瀬戸	 
地がち音頭	 地がちの時の歌。	 
〇若い衆よ	 ハーヨイヨイ	 ここは大事な角柱	 サーイヤラエー	 ササヨイトコエ	 
ヨーイヤナ	 ハリャリャンノコレワイサ	 サーナンデモセ	 ヨイショヨイショ	 
〇こなたやかたはエー	 めでたいやかた	 鶴が御門に舞いかけたエー	 ササヨイト
コエ	 ヨーイヤナ	 ハリャリャンノコレワイサ	 ササナンデモセ	 ヨイショヨイシ
ョ	 
〇お伊勢参りはナ	 春出て参れ	 春は日も好し日も長い	 ササイヤエー	 ササヨイ
























































































































第三巻	 自然・民俗・集落編	 	 
民族編	 第六章	 口頭伝承	 pp.178-179	 
地がち唄	 
〇揃うたりたりえ	 揃うたりえ	 ヨンヨーイ	 
〇揃うたら一度に綱調べ	 	 	 	 ヨンヨーイ	 イエーエテ	 
〇踊り子衆も若い衆も	 	 	 	 	 ヨンヨーイ	 
〇根取りの衆も綱の衆も	 	 	 	 ヨンヨーイ	 
〇えんやの声を張り上げて	 	 	 ヨンヨーイ	 ヨーイトナー	 
〇めでたいめでたい若松様よ	 	 サッサコリサイ	 コリサイ	 
〇枝も栄える葉も茂る	 	 	 	 	 ソリャ	 エーエン	 ヨーオ	 ヨーイトコセ・いえー
ええ	 
〇きょうは日もよし	 	 	 	 	 	 ヨンヨーイ	 
〇紫雲たなびく上天気	 	 	 	 	 ヨンヨーイ	 
〇氏神様の改築で	 	 	 	 	 	 	 ヨンヨーイ	 
〇地搗
じ が ち
固めかおめでたい	 	 	 	 ヨンヨーイ	 
〇よんよろいによーいとなー	 	 ヨンヨーイノ	 	 ヨーイトナー	 
〇越の白嶺を仰ぎつつ	 	 	 	 	 サッサコリサイ	 コリサイ	 
〇拝む心に神宿る	 	 	 	 	 	 	 エーンヨーオ	 	 ヨーイトコセー・いえーええ	 
〇けんだい寺狐の申すやにゃ	 	 ヨンヨーイ	 
〇おいらはだましはせぬけれど	 ヨンイーイ	 
〇人と人とがだましあう	 	 	 	 ヨンヨーイノ	 	 ヨーイトナー	 
〇嘘で固めて神様頼みゃ	 	 	 	 サッサコリサイ	 コリサイ	 






第一三章	 民俗芸能・競技・娯楽	 第四節	 民謡・わらべ歌その他	 
①ガメかち木遣り	 
〇早借のガメと	 十二町のガメと	 従兄弟どしゃ	 あらよく似とるよ	 
〇向の山に	 あねまが見とる	 したいような顔で	 あらよく見とるよ	 
〇でっかいがに	 出合うた	 頭かっちゃくらにゃ	 どもならぬよ	 
⑧かめかち木遣り（八代）	 
〇ここが	 こなたの	 大黒柱	 ハァ	 ヨイショ	 
	 えびす	 大黒	 舞い込んだ	 ハァ	 ヨイショ	 
	 ポストと	 スイカは	 赤いが	 ちんちょ	 ハァ	 ヨイショ	 ヨイショ	 
〇めでた	 うれしや	 思うこと	 かのた	 末は	 鶴亀	 五葉の松	 
	 男と	 ごんぼは	 黒いが	 ちんちょ	 
〇嫁も	 姑も	 かけ声かけよ	 赤い	 まんまと	 酒がある	 
	 かぶらと	 お尻は	 丸いが	 ちんちょ	 
⑪石かち唄（宇波）	 
〇石かちゃ	 石かちゃ	 若い衆のままじゃ	 	 
	 後の始末は	 大工様	 アーヨイヤサー	 ヨイヤサ	 
〇もう一つ	 もう一つ	 もう一つ	 搗いておくれ	 ここは大事な	 主柱	 
〇わたしゃ唄好き	 念仏嫌い	 死出の山でも	 唄で越す	 
	 
小矢部市史	 下巻	 時勢のうつりかわり	 民間のならわし	 ふるさとの唄	 
石搗きの唄	 pp.533-534	 
〇ヤンサ	 ヤンサ	 ヤンサイナ	 いちの田からふるまって	 にんにこねんと笑った	 
	 さんに盃さし楊枝	 よつは世の中よい様に	 五つはいつものごとくで	 
	 六つはむびょうでそくさいで	 七つは難事無いように	 八つは屋敷をひろげたて	 
	 九つここを建てなおせ	 十おでとっくりおさまった（水島）	 
〇やんさ	 やんさ	 かってくれ	 やんさ	 もんさとかってくれ	 
	 かってもかっても	 まだかてん	 よいよいよい（水島）	 
〇ここは大切
だ い じ
のすま柱	 ヤンサヤンサヤンサ	 若い衆も子供衆も	 
	 ヤンサヤンサヤンサ	 力をあわせて	 かつまいか	 ヤンサヤンサで	 
	 かつまいか	 声はりあげて	 ヤンサヤンサヤンサ（薮波）	 
〇西からごうごう鳴ってきた	 ヤンサヤンサヤンサ	 鬼かけせんか雷か	 
	 ヤンサヤンサヤンサ	 雷さんならへそかくせ	 ヤンサヤンサヤンサ	 




越中五箇山	 平村史	 民俗資料（五）歌謡	 






〇かてどナ	 さて入らぬナ	 この石場	 この石場	 
〇下にナ黄金がナ	 さて黄金がナ	 あると見た	 あると見た	 
〇撞木
しゅもく
をナ取られてナ	 さて取られてナ	 鐘ばかり	 鐘ばかり	 
〇撞木がナ無いとてナ	 さて無いとてナ	 山さがす	 山さがす	 
〇撞木はナ南のナ	 さて南のナ	 おお林	 おお林	 
〇奈良の大仏ナ	 さて大仏ナ	 鳴らぬ鐘	 鳴らぬ鐘	 
〇山でナやさしはナ	 さてやさしはナ	 きじの鳥	 きじの鳥	 
〇小松イナ	 小かげでナ	 さてつつじがナ	 ほーろほろと	 
〇山のつつじがナ	 さてつつじがナ	 ほーろほろと	 こぼれ咲く	 
〇加賀でナ	 名所はナ	 さて名所はナ	 宮の腰	 宮の腰	 
〇諸国のナ他国のナ	 さて他国のナ	 船が着く	 船が着く	 
〇娘はナどこに寝る	 さてどこに寝る	 夜さりこんじゃ	 夜さりこんじゃ	 
〇東のナ枕のナ	 さて枕のナ	 窓の下	 窓の下	 
〇どこがナ西やらナ	 さて西やらナ	 東やら	 東やら	 
〇窓はナ切窓ナ	 さて切窓ナ	 戸は板戸	 戸は板戸	 
〇娘はナさせる気で	 さてさせる気で	 帯といた	 帯といた	 
〇帯をナといたれど	 さてといたれど	 ばばがおどれて	 目をさます	 
〇ばばめがナじゃま言うてナ	 さて邪魔言うてナ	 させなんだ	 させなんだ	 
〇淀のナ川瀬のナ	 さて川瀬のナ	 水車	 水車	 











































































































































〇尾張ナァ名古屋はナァ	 さて名古屋はナァ	 城でもつ城でもつ	 
〇家のナァ所帯はナァ	 さて所帯はナァ	 かかでもつかかでもつ	 
〇かかのナァ腰巻きはナァ	 さて腰巻きはナァ	 ひもでもつひもでもつ	 
	 ひものナァしらみはナァ	 さてしらみはナァ	 しわでもつしわでもつ	 
〇撞木ナァ無いとてナァ	 さて無いとてナァ	 山探す山探す	 
〇撞木ナァ井波のナァ	 さて井波のナァ	 お林にお林に	 
〇佐渡とナァ越後はナァ	 さて越後はナァ	 筋向い筋向い	 
〇橋をナァ掛けよかナァ	 さて掛けよかナァ	 舟橋を舟橋を	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〇橋のナァ下ではナァ	 さて下ではナァ	 鵜の鳥が鵜の鳥が	 
〇戸鮒ナァくわえてナァ	 さてくわえてナァ	 ルリシャリとルリシャリと	 
〇わしもナァ佐渡からナァ	 さて佐渡からナァ	 夜んべ来た夜んベ来た	 
〇佐渡でナァ良いことナァ	 さて良いことナァ	 寝て語る寝て語る	 
（音頭）	 
〇ハァー	 イョーイヨイ	 
〇揃たかよ揃たかよ	 	 	 	 	 （ヨーイ	 ヨイ）	 
〇今日はめでたい石かちで	 	 （ヨーイ	 ヨイ）	 
〇根取りの衆も綱浦も	 	 	 	 （ヨーイ	 ヨイ）	 





〇大黒様という人は	 この世に生まれた人でない	 三十三天その空で	 
〇一に俵を踏まえつけ	 二にはにっこり笑われて	 三には杯差し合うた	 





〇わしがなるには願いが御座る	 一に朝起き	 二に鐘つきなされ	 
〇三にさっぱり行水なされ	 四にはしっかり学問なされ	 
〇五に後生の道大事になされ	 六にろくなこと聞かんようになされ	 









〇したがるぞしたがるぞ	 爺さも婆さもしたがるぞ	 極楽参りをしたがるぞ	 







〇布の下から手をやれば	 鉄砲傷だか奥ぁ知れん	 夏のぼたもち毛が生える	 



































































	 あいに相生の松風	 ささつの声ぞ楽しむ	 
福井県	 	 




〇いかい長いので、どんどと突けば	 肝にこたえる夜明け鐘	 アラヨーホイ	 ヨーホ
イ	 	 ヨイヤナー	 アレワイセ	 コレワイセ	 ササナンデモセ	 
（はやし）よーいと	 ちょんだ	 よいとこ	 ちょんだ	 よいとこせー（調子が早くな
ると）	 
よいとこせー	 よいとこせー	 かあちゃんのためなら	 よいとこ	 ちょんだ	 
◇地づき歌（一乗谷）	 
〇ついておくれよ	 千本地づき	 ハイヨイセ	 ヨイセ	 
〇つけばぼだいのためとなる	 ハイヨイセ	 ヨイセ	 





〇うちのおかかに	 だんごこっせといったら	 そこらあたりは	 だんごだらけ	 
お茶々かいぐりかいぐり	 だんごこねた（一乗谷）	 
〇おばばどこへ行きやる	 三升たる下げて	 嫁の在所へ	 孫酒に	 孫酒に	 
〇お茶々かいのり	 かいのり	 だごこねる（酒生・一乗谷）	 
〇高い山から	 谷底見れば	 うりやなすびの花ざかり	 花ざかり	 
おちゃちゃかいのり	 かいのり	 だごこねる（酒生・一乗谷）	 
※以上の二首、一乗谷地区では「かいのり」が「かいぐり」に、「孫酒」が「まごだきに」
になっている。	 
◇地ぎょうづき木やり節（河合）	 	 括弧内の片かなは、はやし言葉である。	 
〇エーヤーエー	 東	 白山大権現	 （イョオー）	 
〇エーヤーエー	 西にたなびく紫雲の雲	 （イョオー）	 
〇エーヤ－エー	 天に輝くこがね山	 （イョオー）	 
〇エーヤーエー	 四つやで	 取り上げようぞ	 （エンヤーエンヤー	 ハリハノエ	 ヤ
ーレ）	 
	 コノサノエー	 アア	 ヨイサー	 ヨイサー	 
	 アー	 エンヤーエンヤー	 
〇浮いたんやれこれ	 しめとれよ	 ホイ	 
〇しめたとったは	 よいのこよ	 ホイ	 
〇さておのおの衆よ	 どなたも	 ホイ	 





〇お台所の品々を	 一々細かく申すなら	 （アー	 コマカに	 コマカニ）	 （以下略）	 
坂井町誌	 第四編	 民俗	 第一章	 郷土の民謡	 	 第一節	 地つき歌	 pp1445・1446	 
	 （木やり）千秋楽	 
	 （拍子木）チョン・・・・・・・・。	 
〇ええー	 大黒さんは米の蔵えー	 	 	 	 	 	 えんやー（全員）	 
〇ええー	 お恵比寿さんはタイの蔵えー	 	 	 えんやー	 
〇ええー	 ほていさんは子どもの蔵えー	 	 	 えんやー	 
〇ええー	 べざい天のびわの蔵えー	 	 	 	 	 えんやー	 
〇ええー	 福禄寿の巻物蔵えー	 	 	 	 	 	 	 えんやー	 
〇ええー	 寿老人の剣の蔵えー	 	 	 	 	 	 	 えんやー	 






〇さてどなたにも各々象(ママ衆？)	 ホイ	 御無理な願いをかけまして	 ホイ	 
〇おん願いをかけたれば	 ホイ	 お聞きずみとなりまして	 ホイ	 
〇まことに御苦労さんでございました	 あーこまかにこまかに	 
〇どうやらおかげさんで千秋楽と相なれば	 ホイ	 千秋万事万々事、	 ホイ	 
〇このようなめでたい事はない	 ホイ	 お天とう様のお守りか	 ホイ	 
〇雨も降らにゃ風もなく	 ホイ	 氏神様のお守りか	 ホイ	 
〇過ちもなけにゃ怪我もなく	 ホイ	 このよなめでたい事はない	 ホイ	 
〇まず正月にはかどには角松たてられて	 ホイ	 しめ繩を張ってからに	 ホイ	 
〇	 床にはだいだいを活けられて	 ホイ	 
〇元日の祝いもすんで夜食もすんだる事なれば	 ホイ	 ごろっと寝れば夜があける	 
ホイ	 
〇先ず二日の初夢に	 ホイ	 宝の山を夢に見て	 ホイ	 宝の山の古木は	 ホイ	 
〇さても見事な楠の木で	 あーこまかにこまかに	 七福神が見定める	 ホイ	 
〇武田の大工さんが大引小引を引き連れて	 ホイ	 宝の山へ乗り込んで	 ホイ	 
〇鬼門よけに枝を折ってからに	 ホイ	 楠めがけてあきの方さいて切りたおす	 ホ
イ	 
〇枝葉をこないて面をとり	 ホイ	 綾をたっては雄鯛とし	 ホイ	 
〇錦をたっは雌鯛とし	 ホイ	 七福神がざいふりで	 ホイ	 
〇とってもけわしい道なれど	 ホイ	 あまたの力者の依依頼をしてからに	 ホイ	 
〇よいやさこらさと言ってからに	 ホイ	 どうやら宝のしまよりさっても見事な楠
を	 ホイ	 
〇宝の御船に乗せられて	 ホイ積みこむ宝は何々じゃ	 ホイ	 
〇打出の小づちや	 黄金小判や	 かくれ笠やかくれ蓑	 ホイ	 
〇これらの宝を積みこんで	 ホイ	 綾や錦の幕を張り	 ホイ	 
〇金銀しゃこうの帆をあげて	 ホイ	 七福神がざい振りで	 ホイ	 
〇どうやら三国の港までこぎ寄せた	 あーこまかにこまかに	 
〇三国の港より大川小川へきしあげて	 ホイ	 木曽やくまん(熊野)の材木を	 ホイ	 
〇こなたの屋敷へ運ぶときゃ	 ホイ	 大八車や汽車や馬車	 ホイ	 
〇先づこなたんのお屋敷へどっさりと	 ホイ	 受けとるおん方誰なれば	 ホイ	 
〇先ずこなたんの御亭主で	 ホイ	 ならびにや大工さんでございまする	 
〇あーこまかにこまかに	 石やさんから棒頭	 ホイ	 数ならぬ木やりどもに至るま
でホイ	 
〇これらの者にゃ依頼をしてからに	 ホイ	 大工さんがするようには	 ホイ	 
261  
  
〇図板を帳場にほり出して	 ホイ	 水縄を張ってからに	 ホイ	 
〇今つく大黒柱よりがわ柱に至るまで	 ホイ	 鬼門よけに巽、巽と指いてからに	 ホ
イ	 
〇これらの地鎮をたままつる	 あーこまかにこまかに	 先ずこなたんのご普しぎを	 
ホイ	 
〇帳面になぞらえて申そなら	 ホイ	 鶴は千年おめでたい	 ホイ	 
〇亀は万年なおのこと	 ホイ	 浦島太郎は八千才	 ホイ	 
〇とんぼさつは九千才	 ホイ	 和布の太助は百六つ	 ホイ	 
〇これほどめでたい事はない	 あーこまかにこまかに	 
〇ああめでためでたや千寿万才万々才	 ホイ	 このよなめでたい事はない	 ホイ	 




















































珠洲郡誌	 第十二章	 歌謡	 pp.289-290	 
木遣唄	 
〇先生様の代次ぎに、私も一つやりませうか、今迄動かぬ大木も、皆のお蔭で動き出

















































内浦町史	 民俗編	 pp.992-993	 
木遣唄（きやらげ）	 社寺の木を山から引き出す時音頭取りが人足の気勢を上げ、力を揃
わすために太鼓に合わせ力強く歌いみんなではやしたものである。	 
〇ハアよいやらよいで頼むぞえ	 	 ヨーイサーヨイラヨイ	 
	 ハア門徒の衆も他宗の衆も	 ヨーイサヨイヤラナ	 
	 ようこそおいで下されて	 	 ヨーイサヨイヤラナ	 
	 おうきに御苦労様さんでございます	 	 ヨーイサーヨイヤラナ	 
	 ハアここらは難所な所やよい	 	 	 	 	 ヨーイサーヨイヤラナ	 
	 根どりの衆も綱の衆も	 	 	 	 	 	 	 	 ヨーイサーヨイヤラナ	 
	 ハアあやまちするなよ怪我するな	 	 	 ヨーイサーヨイヤラナ	 
	 人は面倒と言うばかり	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ヨーイサーヨイヤラナ	 
	 ここらでざんざらどうじゃい	 	 	 	 	 ヨーイサーヨイヤラナ	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 ここは 1角めの難場所（ヤーイ）	 2もろたもろたの(サァ）	 もろた（ア）	 
	 3ざんざやるまいか(ヨオーイトォーナー)	 4〇〇の姐ちゃんにぬさもろた(ア）	 
	 1 曲がり角。	 2 織物・反物で作った幣の差し入れがあった。	 3	 ザァーと。下り




	 （ホリャ）力を合(ア)わせ	 た(ア)のむぞ(オ）	 
	 先生はしばらく休まされ	 先生 2よか 3まいこと言われねど	 
	 先ナの先生の声つなぐ	 ここらは角めで難場所や(アー）	 







	 (アァ)少しの角めに(イ)ま(ア)たとめた	 わたしも少し(イ)やりましょか	 
	 (イヤァ)ここらは角めの難場所や(ア)	 （イヤァ）この坂あがれば(ザンザラヤー)	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1	 持ちなされ。	 2	 よりか。	 3	 うまいこと。	 4	 梃子。梃子を木の下に入れ、
肩で持ちあげ角度をかえる。「こんなところに大木止まった	 おでこのあんさまのみ
せどころここだ」神野	 5	 兄様。	 ６	 お骨おりになる。難儀される。	 7	 松前
藩(北海道)。	 8	 絡まって。	 9	 このはやしの意味不明。転調して御詠歌調にな
る。他の土地からきた人はどこで引けばいいのかわからなかったという。	 10	 虻
（あぶ）と蚊（か）。	 11	 動かぬぞ。次に「浮いた浮いた木が浮いた	 浮いたもど
りじゃ三月じゃ	 三月木の芽も浮く時じゃ」神野	 12	 「念仏初まり」木遣音頭（珠
民）。	 
前に「天地開いて唐までイザヤいざなぎの命」穴水曳山音頭（石）。「国の始まり大和
の国」	 輪島市	 別所谷地ずき音頭（石）。	 




















































































〇アー若い衆頼むぞか	 	 	 	 	 ヤッソウーエー	 
	 中々重いぞ	 	 	 	 	 	 	 	 	 ヤッソウーエー	 
	 おてこをかい立てて	 	 	 	 	 ヤッソウーエー	 
	 綱子の若い衆も	 	 	 	 	 	 	 ヤッソウーエー	 
	 調子を揃えてナー	 	 	 	 	 	 ヤッソウーエー	 
	 木口が浮いたぞか	 	 	 	 	 	 ヤッソウーエー	 
	 木口が浮いたら	 	 	 長いがねやるまいがな	 	 ヨイヤサ	 	 ヨイヤサ	 
	 ヨイヤサ	 	 ヨイヤサ	 	 ヨイヤサ	 
〇材木わ鼻ついた	 	 	 	 ヤッソウーエ	 
	 一寸引ねナー	 	 	 	 	 ヤッソウーエ	 
	 此の坂越せばいナー	 	 ヤッソウーエ	 
	 長いかねやせるぞー	 	 ヤッソウーエ	 
	 綱子の若いしゅうや	 	 ヤッソウーエ	 
	 本から末までなー	 	 	 ヤッソウーエ	 
	 一しょに頭
こべ
振れや	 	 	 ヤッソウーエ	 




鹿島郡誌	 前篇	 	 
〇木遣り音頭	 pp.850-851	 
一	 アア引いてくれ	 サア引いてくれ	 此の木はな	 〇〇（村の名）の〇〇（家の名）
へ行く	 
サア引いてくれ	 酒買ふてのまするぞ	 
一	 此の木はな	 うなぎの性	 アア一時に聲かけて曳いたなら	 のろのろと	 ただ
くるぞ（綱の衆	 も挺子もアア一時に聲かけて････････････）	 
一	 やつてくれヨイヨイヨウ	 飲ましるぞ	 はんぎりで杓たてて	 赤腕で	 もう一
つやつてくれ	 
一	 この石を引かねば	 飲ませんぞ	 みんな様	 調子をそろへて	 引いてくれ	 




一	 この石はおぼたいぞ	 どうかして	 ここへ上げてくれまいか	 後を押せば上る
ぞい	 
一	 羽坂のな	 三五郎さ	 目が赤い	 代つぎのをばさまも	 赤いげな	 それやきた
ぞ	 




〇山ウナギ	 ゾロゾロと	 来たわいの	 よさりはな	 赤腕で	 ガブガブと	 飲ませ




ここはこの家の大黒柱	 ヨイヨイ	 石をかたげずかってくれ（傾げず打ち込んでくれ）	 
エートコナ	 ヨイト	 トンジャ	 
この館はめでたいやかた	 ヨイヨイ	 鶴がご門に巣をかける	 
エートコナ	 ヨイト	 トンジャ	 
子どものチンポと竹の子の出がけは	 ヨイヨイ	 太る次第に皮むける	 































ヤア	 目出た目出たの	 若松様よ	 ヤーハーエーエ	 ヤットコセーエ	 ヨーイヤナ
ー	 
	 ヤア	 枝も栄えりゃ	 葉も茂る	 ヨーホーイートナー	 ホラソーオ	 デイモ	 	 
アラララドッコイショ	 ヨーイトコー	 ヨーイトコナー	 
ホーランエーエ	 
ヤア	 さした盃	 中見てあがれ	 ヤーハーエーエ	 ヤットコセー	 ヨーイヤナー	 
ヤア	 中に鶴亀	 五葉の松	 ヨーホーイートナー	 ホーランソーオ	 デイモ	 
アラララドッコイショ	 ヨーイトコー	 ヨーイトコナー	 
エーヤランエー	 エーヤランエー	 
ヤア	 丸い卵も切りよじゃ四角	 エーヤランエー	 エーヤランエー	 
ヤア	 物も言いよじゃ角がたつ	 エーヤランエー	 エーヤランエー	 
エーヤランエー	 エーヤランエー	 
ヤア	 答え給うも道理	 エーヤランエー	 エーヤランエー	 
ヤア	 大福長者の鯛つる竿だもの	 エーヤランエー	 ホーランソーオ	 アラララドッ
コイショ	 ヨーイトコ	 ヨーイトコナー	 
所司原の木ヤリ	 	 
アー	 そろいましたかねー	 
サーサ	 人足衆挺子の衆も	 綱の衆もそろったかねー	 そろったかねー	 	 
アー	 ヨイヤショー	 

















河北郡誌	 第十二章	 歌謡	 














































	 材木なんぞを	 引く時にゃ	 
	 足場のよいとこ	 ふみこえて	 
	 足にも手にも	 力入れ	 
	 かおにはもみじを	 ふきちらせーエ	 
	 そこらで力入れ	 エンヤーサアサ	 
	 エンヤーサアサ	 エンヤーサアサ	 
	 エンヤーサアサ	 エンヤーサアサ	 
	 アハ皆様よ	 皆様よ	 
	 この木を	 ばしゃへと付けたなら	 
	 酒やさかな	 沢山にー	 
	 のませてくれるぞー	 そこらを	 せにして	 エンヤーサアサ	 
	 エンヤーサアサ	 エンヤーサアサ	 
	 エンヤーサアサ	 
アハ四十八願	 成就して	 
	 正覚の弥陀と	 成りたまう	 
	 たのみをかけし	 人は皆	 
	 往生かならず	 定まるぞ	 
アハ皆様よ	 皆様よ	 
	 二葉の時から	 なで育ち	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 今は何様の	 おも柱	 
アハ観音勢至	 もろともに	 
	 じこう世界を	 逍遥し	 
	 うえんのどして	 しばらくも	 
	 休息あること	 なかりけり	 
アハ如來大悲の	 恩徳は	 
	 身を粉にしても	 報ずべし	 
	 師主知識の	 恩徳も	 
	 骨を砕きても	 謝すべし	 
	 
金沢市	 
大徳郷土史 2	 民謡	 p.849	 木遣り唄	 （無量寺町）	 
〇ホランエーエーエー	 	 
	 目出度目出度のヤーエエ	 ヤトコセヨイヤナ	 
	 目出度目出度が三つ重なるトイナ	 
〇イーワソオ	 イーワ	 アリャリャカドッコイショ	 







戸板村史（現金沢市）	 第二節	 歌謡	 pp.614-617	 
木遣り唄	 
〇こなた屋方は目出度い屋方	 	 鶴が御門に巣をかける	 	 よういよういよういや
な	 
	 ありゃらんこりゃらん	 	 なんでもしょう。	 



















































〇今夜ここで寝て明日のばんはどこじゃ	 明日は田の中	 チョイト	 あぜまくら	 
	 アーヨイショ	 ヨイショ	 ヨイショ	 
〇娘十七、八	 二階のほこり	 	 	 	 	 落ちてどなたに	 チョイト	 かかるやら	 
	 （以下囃子同じ）	 
〇竹になりたゃ	 尺八竹に	 	 	 	 	 	 末はフーフと	 	 チョイト	 鳴るえわいな	 
	 
河内村風土記（現白山市）	 歌謡	 




























































飲まして	 その時はお祝いじゃ	 金は後からてんでん払いじゃぞ	 
〇アーこの木が御坊へ着いたなら	 その時や酒と肴は山程ナー飲ますぞ	 後にお金
はてんでん払いじゃぞ	 ヤーヤーコノサノエー	 ヨイショヨイショ	 
〇アー材木が大地にすりついた	 すりつきゃ木が行くよ	 ヨイヨイ	 ヤ－ヤー	 ヤ
ーヤココノササエー	 ヨイショヨイショ	 
〇アーめでためでたのオーオ若松様は	 枝も栄える	 オハラ葉ももゆる	 
〇アー浮いたかひょうたん軽そで流れる	 一寸先ゃ見えねどあの身になりたい	 




















































































ちゃつかねども	 赤はた白はたつくわいな	 難なく本山着いたなら	 赤いお椀で酒





〇この木のうまれはどこじゃいな	 	 石子で名高いロッキョンサ	 
	 地内に生まれたけやきの木	 	 	 生まれもよいし木よいし	 






















































越中五箇山	 平村史	 民俗資料（五）歌謡	 








	 	 （音頭）	 よいもさいや	 




かんな	 	 よーお	 サーの	 エーオノエー	 
	 〇櫓
やぐら
に手をかけ	 若い衆や	 	 	 	 〃	 	 〃	 	 	 〃	 
	 〇東の方へやって呉れ	 	 	 	 〃	 	 〃	 	 	 〃	 
	 〇あれ程姉ま達が	 気張っちょるに	 	 	 〃	 	 〃	 	 	 〃	 








	 〇この坂あがれば一服じゃ	 	 	 愈
ようやく
く坂へと差しかかる	 
	 〇この盤石はねっとくそ	 	 	 みき（酒）をのませにゃ滑らんわ	 
	 〇娘	 手枕	 ひざ枕	 	 	 このま娘は尻重い	 
	 〇はねたらあぶない気をつけよ	 	 拍子揃えて曳き出せよ	 
○ハ	 連続曳き（大人数）	 ヨーサのせー	 	 よいさ	 よいさ	 よいさ	 よいさ	 
○ニ	 鳶口曳き	 	 良いとのこぢゃ	 	 よーし	 よいさ	 


































（音頭取り）	 お手柄じゃお手柄じゃ	 ヨーイヨーイ	 
いかいな材木	 ずらずらと	 ヨーイトナ	 
（一同）アラヨーイヨーイ	 ヨーイトナ	 
（音頭取り）	 よーいというたら	 ヨーイヤサ	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（一同木を引きながら）	 ヨイヤサー	 ヨイヤサー	 
◇木出し歌（一乗谷）	 
〇ア	 この谷の奥にしかが泣く	 さむて泣くか	 ひもじて泣くか	 
〇さむもひもじもないけれど	 四十余人のかりうどさまに	 
〇追いつめられて	 泣くわいの	 エーンヤラエー	 ヨーイヤラエー	 
〇ア	 材木引くのというものは	 かいなにキリリと※よりかけて	 
〇足は大の字になり	 ふんばって	 エーンヤラエー	 ヨイヤラエー	 
































































〇この家のやかたはめでたいやかたぁー	 	 鶴がご門に巣をかけるゥー	 
加賀北部（河北・金沢・石川）	 
金沢	 
金沢市史	 資料編 14	 民俗	 p.673	 
新屋敷
























































〇めでためでたの若松様よ	 枝も栄ゆる葉も茂るよ	 （加賀朝日牧町）	 
〇あなた百までおら九十九







〇張る（ママ･春？）のはじめに扇箱もろた	 扇めでたや末繁盛	 （地代町）	 
〇さても不思議や思うこた叶
かの
た	 神が導きなされたか	 （小原町）	 
	 
富山県	 
小矢部市史	 下巻	 時勢のうつりかわり	 民間のならわし	 ふるさとの唄	 
祝儀唄	 
（2）一般慶祝の唄	 p.531	 
〇こなたのやかたは	 めでたいやかた	 つるが御門に	 巣をかける	 （埴生）	 


















	 七巾五丈ヤー	 下るなヨー	 （薮波・北蟹谷）	 





















































は	 命長かれ	 末繁昌	 


























珠洲郡誌	 	 第七章	 迷信	 pp.142-49	 
〇深山又は大なる一本松には天狗住み、深夜人を詰問することあり、	 p.143 上	 
〇土用の中、地に穴を掘り又は杭を打込めば病気となる、	 p.143 下	 
〇大便所又は水屋に転びて受けたる傷は容易に治せず、	 p.144 上	 
〇夜間焼味噌を作る時は天狗が出る、	 p.145 下	 
〇土用に杭をうつべからず、	 
〇北向きに家を建築する時は災難あり、	 
〇夜間鬼事すれば天狗に捕へらる、	 p.147 上	 
〇酒屋へ天狗が来れば酒の出来榮能かるべし、p147 下	 
〇南天の高さ小屋根に及ぶ時は凶事あり、	 
〇銀杏、楓、八ツ手等葉先の開ける木を植るべからず、	 p.148 下	 
〇建物は東南向きを良とし、以下東向き、西向き、北向き等相次ぐ、東北向き、西南
向き何れも不良なり、	 
〇井戸を埋むれば病気を生ず、	 p.149 上	 
〇家の入口を鬼門即ち艮位に造れば其家潰壊し、雪隠を病門即ち坤位に造れば病者断
えず、	 p.149 下	 






鳳至郡誌	 第七章	 迷信	 p.213	 
〇ト筮的迷信	 
	 鬼門に増築などする時は、其の家に凶事あり。	 




〇虚構的迷信	 p.219 下	 
	 夜間味噌を炙ぶる時は、天狗など來るべし。	 
	 


















羽咋郡誌	 	 大正 6 年 9 月 10 日	 羽咋郡役所	 	 天狗の記載なし	 
	 
















































































石川郡誌	 	 第十二章	 迷信	 
・三りんぼの日に建前すれば必ず破壊す。	 p.367 上	 
・山祭に山へ入れば山神の怒に触れて身に禍を享
う
く。	 p.368 上	 
・艮の方に向ひて建物を造り又は縁結をなすべからず。	 p.369 上	 
・屋敷の内に茱茰を植うれば貧窮となるべし。	 p.369 下	 
・南天の樹増殖すれば富貴となる。	 p.370 下	 
・宮の木材を柱にすれば祟る。	 p.371 上	 
・井戸の有りし所へ建物をすれば凶事あり。	 
・酒屋の大釜のありし所へ建物をすれば病人の絶間なし。	 
・家の隅に倉を建つれば祟あり。	 p.371 下	 
・鬼門と病門とは隅を欠くべし、又此の方角に建物をっすれば祟あり。	 
・便所と賄所とを對向せしむれば其の家滅亡す。	 
・天狗が剣術せる所を通過するときは怪我をする。	 p.372 下	 
・天狗は人をつかみ去る。	 
・屋根の上に鎌を立つれば大風を除く。	 p.373 上	 
鳥越村史	 第十章	 風俗・習慣	 第八節	 俗信	 	 





















































































































本論文	 第一章	 第二節	 5 チョウナハジメの考察	 『匠家故実録』釿初祝詞 8 行目に
は『中古八耳皇子普ク木匠ノ矩用ヲ全フシ教爾シ給ヒタルヨリ今ノ世ノ業満具ル番匠ノ道
ハ成レリ故其御神等ヲ番匠家作ノ祖神ト敬ヒ奉ル・・・』とある。	 

































































































（註 1）	 松浦昭次著	 「宮大工千年の手と技」祥伝社黄金文庫	 	 2005	 pp.205-206	 
（註 2）	 珠洲郡誌	 第十五章	 木郎村	 p.432	 
（註 3）	 通史編	 付編	 一	 富来町の民俗	 第一節	 家をめぐる社会生活	 （四）講集団	 p.722	 






























2	 擬制的親子関係	 	 
	 ヨボシ親・ヨボシ子は、加賀・能登の境界である大海川以南には全く見られない習俗で
ある。	 
番匠巻物の調査で取寄せた『只見町史』	 第 3 巻	 民俗編	 付編	 民俗史料Ⅰ	 風俗帳
















































































	 地域の寺の再建では、他宗の住民も協力したことが分かる。内浦町史	 民俗編	 
pp.992-993 木遣唄（きやらげ）には	 
〇ハアよいやらよいで頼むぞえ	 	 ヨーイサーヨイラヨイ	 
	 ハア門徒の衆も他宗の衆も	 ヨーイサヨイヤラナ	 
	 ようこそおいで下されて	 	 ヨーイサヨイヤラナ	 































































	 只見町史（註 1）に	 
大日本職人元祖	 













記述も『七尾市史	 13	 民俗編	 第八章	 信仰と祭礼	 第八節	 太子講』は、ｐ.565








（註 3）	 それ木挽は（「者」は「は」と読む）日本（中津國）に於いて・・・	 
（註 4）	 大山祇命は愛媛県今治市大三島にある大山祇神社の祭神。山の神・海の神。	 
（註 5）	 山幸彦とトヨタマヒメの子供。その子が神武天皇となる。	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